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要 約 

 
ストロビルリン系殺菌剤である「フルオキサストロビン」（CAS No. 

361377-29-9）について、各種試験成績等を用いて食品健康影響評価を実施した。 
評価に用いた試験成績は、動物体内運命（ラット）、植物体内運命（春小麦、

らっかせい等）、作物残留、亜急性毒性（ラット、マウス及びイヌ）、亜急性神

経毒性（ラット）、慢性毒性（イヌ）、慢性毒性/発がん性併合（ラット）、発が

ん性（マウス）、2 世代繁殖（ラット）、発生毒性（ラット及びウサギ）、遺伝

毒性等の試験成績である。 
各種毒性試験結果から、フルオキサストロビン投与による影響は、主に体重（増

加抑制）、肝臓（重量増加、肝細胞肥大等）及び泌尿器系（腎盂及び尿道結石等）

に認められた。神経毒性、発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒

性は認められなかった｡ 
各種試験結果から、農産物中の暴露評価対象物質をフルオキサストロビン（Z

体を含む。）と設定した。 
各試験で得られた無毒性量のうち最小値は、イヌを用いた 1 年間慢性毒性試験

の 1.5 mg/kg 体重/日であったことから、これを根拠として、安全係数 100 で除し

た 0.015 mg/kg 体重/日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。 
また、フルオキサストロビンの単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性

影響は認められなかったため、急性参照用量（ARfD）は設定する必要がないと

判断した。 
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Ⅰ．評価対象農薬の概要 

１．用途 

殺菌剤 
 

２．有効成分の一般名 

和名：フルオキサストロビン  
英名：fluoxastrobin（ISO 名） 

 
３．化学名 

IUPAC 
和名：(E)-(2-{[6-(2-クロロフェノキシ)-5-フルオロ-4-ピリミジニル]オキシ} 

フェニル)(5,6-ジヒドロ-1,4,2-ジオキサジン-3-イル)メタノン=O- 
メチルオキシム 

英名：(E)-(2-{[6-(2-chlorophenoxy)-5-fluoro-4-pyrimidinyl]oxy} 
phenyl)(5,6-dihydro-1,4,2-dioxazin-3-yl)methanone O- 
methyloxime 

 

CAS（No.361377-29-9） 
和名：(1E)-[2-[[6-(2-クロロフェノキシ)-5-フルオロ-4-ピリミジニル]オキシ] 

フェニル](5,6-ジヒドロ-1,4,2-ジオキサジン-3-イル)メタノン=O- 
メチルオキシム 

英名：(1E)-[2-[[6-(2-chlorophenoxy)-5-fluoro-4-pyrimidinyl]oxy] 
phenyl](5,6-dihydro-1,4,2-dioxazin-3-yl)methanone O- 
methyloxime 
 

４．分子式 

C21H16ClFN4O5 
 

５．分子量 

458.83 
 

６．構造式 
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７．開発の経緯 

フルオキサストロビンは、バイエルクロップサイエンス社（ドイツ）によって

開発されたストロビルリン系の殺菌剤で、ミトコンドリア内のチトクローム bc1
複合体の Qo 部位に結合することによって電子伝達系を阻害し、菌の呼吸を阻害

して殺菌効果を示すと考えられている。国内では農薬登録されておらず、海外で

は米国、カナダ、EU、豪州等で登録されている。 
今回、インポートトレランス設定（いちご及びばれいしょ）の要請がなされて

いる。 
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Ⅱ．安全性に係る試験の概要 

各種運命試験［Ⅱ．1～4］は、フルオキサストロビンのメトキシイミノトリル

環の炭素を均一に標識したもの（以下「[met-14C]フルオキサストロビン」という。）、

クロロフェニル環の炭素を均一に標識したもの（以下「[chl-14C]フルオキサスト

ロビン」という。）及びピリミジン環の 2 位の炭素を標識したもの（以下「[pyr-14C]
フルオキサストロビン」という。）を用いて実施された。放射能濃度及び代謝物

濃度は、特に断りがない場合は比放射能（質量放射能）からフルオキサストロビ

ンに換算した値（mg/kg 又はµg/g）を示した。代謝物/分解物略称及び検査値等略

称は別紙 1 及び 2 に示されている。 
 

１．動物体内運命試験 

（１）ラット 

① 吸収 

a．血中濃度推移 

Wistar ラット（一群雌雄各 4 匹）に[met-14C]フルオキサストロビンを 1 mg/kg
体重（以下[1.(1)]において「低用量」という。）若しくは 100 mg/kg 体重（以

下[1.(1)]において「高用量」という。）で単回経口投与又は低用量で非標識化合

物を 14 日間経口投与後、15 日目に標識化合物を単回経口投与（以下［1.(1)］に

おいて「反復投与」という。）して、血中濃度推移が検討された。 
各投与群の薬物動態学的パラメータは表 1 に示されている。（参照 1、2） 

 

表 1 薬物動態学的パラメータ 

投与方法 単回投与 反復投与 
投与量（mg/kg 体重） 1 100a 1 
性別 雄 雌 雄 雌 雄 雌 
T1/2  (α相) (hr) 0.88 0.72 2.32 4.09 1.06 3.46 
T1/2  (β相) (hr) 10.5 10.9 6.98 6.84 12.2 12.3 
Tmax (hr) 0.38 1.42 5.40 8.03 0.95 0.47 
Cmax (µg /mL) 0.21 0.07 2.91 2.33 0.09 0.07 
AUC (hr・µg /mL) 1.52 1.25 54.1 61.3 1.38 1.18 

a: 投与液中に結晶の沈殿が生じたため、実際投与量は雄 49 mg/kg 体重、雌 99 mg/kg 
体重。 

 
ｂ．吸収率 

胆汁中排泄試験［1.(1)④b.］から得られた尿、胆汁、組織及びカーカス 1の放

射能から推定したフルオキサストロビン投与後 24 又は 30 時間の吸収率は、81.9
～93.5%であった。（参照 1、2） 

 

1 臓器、組織を取り除いた残渣のことをカーカスという（以下同じ。）。 
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② 分布 

a. 体内分布 

血中濃度推移試験［1.(1)①a.］において、[met-14C]フルオキサストロビンの

低用量若しくは高用量単回投与又は反復投与群の投与 48 時間後に得られた臓器

及び組織を用いて体内分布試験が実施された。また、Wistar ラット（一群雄 4
匹）に[chl-14C]フルオキサストロビン又は[pyr-14C]フルオキサストロビンを低用

量で単回経口投与し、投与 48 時間後に臓器及び組織を採取して体内分布試験が

実施された。 
主要臓器及び組織における残留放射能濃度は表 2 に示されている。 
いずれの投与群においても、肝臓、消化管及び腎臓で放射能濃度が高かった。

残留放射能の分布パターンに性別、用量及び標識化合物の違いによる顕著な差は

認められなかった。（参照 1、2、4、6） 
 

表 2 主要臓器及び組織における残留放射能濃度（µg/g） 

標識 
化合物 

投与

方法 

投与量 
(mg/kg 
体重) 

性別 投与 48 時間後 a 

[met-14C] 
フルオキサ  
ストロビン 

 

単回

投与 

1 

雄 

肝臓(0.0665)、消化管(0.0142)、腎臓(0.0117)、赤

血球(0.0058)、血漿(0.0051)、肺(0.0032)、脾臓

(0.0026)、心臓(0.0025)、カーカス (0.0024)、皮

膚(0.0022)、精巣(0.0014)、骨格筋(0.0013) 

雌 

肝臓(0.0454)、消化管(0.0206)、腎臓(0.0093)、赤

血球(0.0056)、血漿(0.0043)、肺(0.0033)、心臓

(0.0022)、脾臓(0.0021)、皮膚(0.0020)、カーカス

(0.0014) 

100b 

雄 
肝臓(1.61)、腎臓(0.456)、消化管(0.402)、血漿

(0.234)、赤血球(0.210)、肺(0.150)、心臓(0.127)、
脾臓(0.0935)、精巣(0.0536) 

雌 
肝臓(2.25)、消化管(1.25)、赤血球(0.953)、子宮

(0.544)、腎臓(0.490)、皮膚(0.399)、血漿(0.206)、
肺(0.197)、脾臓(0.161)、心臓(0.142) 

反復

投与 1 

雄 

肝臓(0.0563)、消化管(0.0164)、腎臓(0.0105)、赤

血球(0.0057)、血漿(0.0049)、腎周囲脂肪(0.0036)、
肺(0.0035)、脾臓(0.0027)、心臓(0.0027)、皮膚

(0.0026)、カーカス(0.0021)、精巣(0.0016)、骨格

筋(0.0014) 

雌 

肝臓(0.0392)、腎臓(0.0088)、消化管(0.0077)、副

腎(0.0077)、卵巣(0.0064)、子宮(0.0063)、腎周囲

脂肪(0.0062)、赤血球(0.0053)、肺(0.0039)、血漿

(0.0034)、脾臓(0.0025)、皮膚(0.0023)、心臓

(0.0022)、カーカス(0.0021) 
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[chl-14C] 
フルオキサ  
ストロビン 

単回

投与 1 雄 

肝臓(0.0639)、血漿(0.0394)、消化管(0.0254)、腎

臓(0.0208)、赤血球(0.0165)、肺(0.0121)、皮膚

(0.0087)、心臓(0.0086)、精巣(0.0069)、カーカス

(0.0059)、脾臓(0.0056)、大腿骨(0.0056)、腎周囲

脂肪(0.0055)、骨格筋(0.0035)、脳(0.0019) 

[pyr-14C] 
フルオキサ  
ストロビン 

単回

投与 1 雄 

肝臓(0.0543)、血漿(0.0390)、消化管(0.0302)、腎

臓(0.0161)、赤血球(0.0136)、肺(0.0121)、皮膚

(0.0079)、心臓(0.0075)、精巣(0.0066)、カーカス

(0.0059)、大腿骨(0.0049)、脾臓(0.0043)、骨格筋

(0.0042)、脳(0.0014) 
a: 反復投与群では、最終投与 48 時間後。 
b: 投与液中に結晶の沈殿が生じたため、実際投与量は雄 49 mg/kg 体重、雌 99 mg/kg 体重。 

 
b. オートラジオグラフィー 

Wistar ラット（一群雌雄各 1 匹）に[met-14C]フルオキサストロビン、[chl-14C]
フルオキサストロビン又は [pyr-14C]フルオキサストロビンそれぞれ 3 mg/kg 体

重を単回経口投与し、オートラジオグラフィーによる体内分布が検討された。 
主要臓器及び組織における残留放射能濃度は表 3 に示されている。 
いずれの標識化合物においても肝臓、膀胱、褐色脂肪及び腎臓で放射能濃度が

高く、残留放射能の体内分布に性別及び標識化合物の違いによる顕著な差は認め

られなかった。投与放射能は速やかに排泄され、組織への蓄積性はないものと考

えられた。（参照 1、3、5、7） 
 

表 3 主要臓器及び組織における残留放射能濃度（µg/g） 

標識 
化合物 

投与量

(mg/kg 
体重) 

性

別 Tmax付近 a 
投与 48 時間後又は 
投与 168 時間後 b 

[met-14C] 
フルオキサ  
ストロビン 

3  

雄 

膀胱(1.50)、肝臓(0.976)、褐色脂

肪(0.360)、腎皮質(0.305)、腎髄質

(0.229)、腎周囲脂肪(0.152)、副腎

(0.106)、血液(0.075) 

肝臓(0.051)、腎髄質(0.012)、甲状

腺(0.009)、腎皮質(0.007)、血液

(0.006) 

雌 

肝臓(1.27)、膀胱(1.04)、腎髄質

(0.435)、褐色脂肪(0.221)、腎皮質

(0.164)、血液(0.120)、副腎(0.120)、
腎周囲脂肪(0.106) 

肝臓(0.039)、腎髄質(0.009)、血液

(0.005)、腎皮質(0.004) 

[chl-14C] 
フルオキサ  
ストロビン 

雄 c 

肝臓(0.553)、褐色脂肪(0.223)、腎

周囲脂肪(0.140)、腎髄質(0.122)、
腎皮質(0.087)、心臓(0.074)、副腎

(0.067)、血液(0.061) 

肝臓(0.022)、腎髄質(0.009)、腎皮

質(0.007) 

雌 

褐色脂肪(0.231)、肝臓 0.195)、腎

周囲脂肪(0.145)、膀胱(0.102)、腎

髄質(0.086)、心臓(0.062)、腎皮質

(0.053)、副腎(0.051)、膵臓(0.040)、
血液(0.033) 

肝臓(0.028)、腎髄質(0.013)、血液

(0.011) 、腎皮質 (0.009) 、副腎

(0.008) 

[pyr-14C] 雄 肝臓(1.21)、膀胱(0.584)、腎髄質 肝臓(0.008)、腎髄質(0.003) 
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フルオキサ  
ストロビン 

(0.323)、褐色脂肪(0.206)、腎皮質

(0.165)、血液(0.132)、副腎(0.118)、
心臓(0.073)、腎周囲脂肪(0.070) 

雌 c 

肝臓(0.686)、腎髄質(0.220)、褐色

脂肪(0.174)、副腎(0.087)、腎皮質

(0.078)、血液(0.062)、腎周囲脂肪

(0.059) 

肝臓(0.010)、腎髄質(0.004)、血液

(0.004) 

a: 投与 1 時間後。 
b: [met-14C]フルオキサストロビンの投与では 48 時間後、[chl-14C]フルオキサストロビン及び[pyr-14C] フ
ルオキサストロビンの投与では 168 時間後。 

c: 膀胱は測定せず。 
 

③ 代謝 

血中濃度推移試験［1.(1)①a.］及び体内分布試験［1.(1)②a.］において採取

された尿及び糞並びに Wistar ラット（雄 6 匹）に[chl-14C]フルオキサストロビ

ンを低用量で単回経口投与又は[met-14C]フルオキサストロビンを低用量で十二

指腸内に単回投与して採取された胆汁を用いて、代謝物同定・定量試験が実施さ

れた。 

尿、糞及び胆汁中の主要代謝物は表 4 に示されている。 
いずれの標識体においても、主要代謝物は尿中で M78、糞中で M12、M25、

M48E 及び M49、胆汁中で M30、M17、M48E 及び M49 であった。ほかに多数

の代謝物が検出されたが、全て 5%TAR 未満であった。 
未変化のフルオキサストロビンは糞中に 1.7～53.8%TAR 認められたが、尿及

び胆汁中には認められなかった。（参照 1、2、4、6） 
 

表 4 尿、糞及び胆汁中の主要代謝物（%TAR） 

標識 
化合物 

投与

方法 

投与量 
(mg/kg 
体重) 

性別 試料 
試料採

取時間 
(hr) 

ﾌﾙｵｷｻｽ 

ﾄﾛﾋﾞﾝ 代謝物 c 

[met-14C] 
フルオキサ  
ストロビン 

 

単回

投与 

1 

雄 

尿 0～24 ND M78(5.1)、未同定(6.1) 

糞 0～24 1.7 
M12(15.9)、M25(15.7)、
M48E(9.6)、M49(6.5)、未同定

(24.4) 

雌 

尿 24～48 ND M78(4.3)、M48E(4.0)、未同定

(7.6) 

糞 0～48 2.5 
M12(13.0)、M48E(10.7)、
M25(9.4)、M49(6.3)、M04E(3.0)、
未同定(17.3) 

100a 

雄 
尿 24～48 ND 未同定(7.0) 

糞 0～24 53.8 M12(6.0)、M48E(5.4)、M49(4.7)、
M25(3.4)、未同定(9.2) 

雌 
尿 24～48 ND 未同定(4.0) 

糞 0～48 43.0 M12(13.8)、M48E(6.7)、
M25(5.8)、M04E(3.7)、未同定
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(7.8) 

反復

投与 1 

雄 

尿 24～48 ND M78(4.4)、未同定(6.6) 

糞 0～24 7.1 
M25(13.0)、M12(11.4)、
M48E(6.8)、M49(5.3)、未同定

(21.5) 

雌 

尿 24～48 ND M78(5.2)、M48E(3.3)、未同定

(6.3) 

糞 0～48 7.5 
M12(15.6)、M25(12.7)、
M48E(8.8)、M49(4.7)、
M04E(4.5)、未同定(17.6) 

単回

投与 b 1 雄 胆汁 0～24 ND 
M30(13.6)、M17(12.4)、
M48E(10.3)、M49(7.0)、
M18(4.9)、M32(4.2)、M78(3.5) 

[chl-14C] 
フルオキサ  
ストロビン 

単回

投与 1 雄 

尿 0～48 ND 未同定(6.1) 

糞 0～48 3.2 M25(17.1)、M12(14.7)、
M04E(4.3)、未同定(30.3) 

胆汁 0～24 ND M30(14.9)、M17(10.3)、
M32(4.4)、M18(3.9) 

[pyr-14C] 
フルオキサ  
ストロビン 

単回

投与 1 雄 

尿 0～48 ND 未同定(5.1) 

糞 0～48 1.0 
M12(12.2)、M25(11.6)、
M48E(9.4)、M49(7.0)、未同定

(18.5) 
ND: 検出されず。 
a: 投与液中に結晶の沈殿が生じたため、実際投与量は雄 49 mg/kg 体重、雌 99 mg/kg 体重。 
b: 十二指腸内に投与。 
c: 3%TAR 以上認められた代謝物。 

 
尿、糞及び胆汁中における代謝物の同定・定量試験結果から、フルオキサスト

ロビンの主要な代謝経路は、①クロロフェニル環の水酸化及び部分的なメチル化、

②ジオキサジン環の水酸化、③オキシムエーテル基の酸化的脱メチル化及び開裂、

④ピリミジン部位のエーテル基の開裂、⑤水酸基のグルクロン酸及び硫酸抱合体

の生成であると考えられた。 
 

④ 排泄 

a. 尿及び糞中排泄 

血中濃度推移試験［1.(1)①a.］及び体内分布試験［1.(1)②a.］において尿及

び糞を採取して排泄試験が実施された。 

尿及び糞中への放射能排泄率は表 5 に示されている。 
いずれの標識体においても、投与頻度、投与量及び性別にかかわらず、大部分

は投与後 24 時間に糞中へ排泄され、投与後 48 時間の尿及び糞中への排泄率は

83.7～106%TAR であった。（参照 1、4、6） 
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表 5 尿及び糞中への放射能排泄率（%TAR） 

標識化合物 

投与方法 単回投与 反復投与 
投与量 1 mg/kg 体重 100 mg/kg 体重 1 mg/kg 体重/日 
性別 雄 雌 雄 雌 雄 雌 
試料 尿 糞 尿 糞 尿 糞 尿 糞 尿 糞 尿 糞 

[met-14C] 
フルオキサ

ストロビン 

試
料
採
取
時
間 

0～24 19.7 80.1 19.4 60.9 14.6 87.8 10.3 78.1 18.9 69.7 17.9 74.2 

0～48 20.0 84.7 20.2 70.4 15.0 91.1 11.0 86.4 19.4 74.1 18.5 78.1 
[chl-14C]  
フルオキサ

ストロビン 

0～24 11.5 70.6    

0～48 13.2 76.4 
[pyr-14C]  
フルオキサ

ストロビン 

(hr) 0～24 10.7 66.0    

0～48 12.0 71.7 
/: 該当なし。 

 
b. 胆汁中排泄 

胆管カニューレを挿入した Wistar ラット（各雄 6 匹）に[met-14C]フルオキサ

ストロビン又は[chl-14C]フルオキサストロビンを低用量で単回経口投与して、胆

汁中排泄試験が実施された。 
尿、糞及び胆汁中排泄率は表 6 に示されている。 
投与後 24 又は 30 時間に 77.3～87.4%TAR が胆汁中へ排泄された。本試験並び

に尿及び糞中排泄試験［1.(1)④a.］の結果から、フルオキサストロビンは主に胆

汁を介して糞中へ排泄されると考えられ、腸肝循環が示唆された。（参照 1、2、
4） 

 
表 6 尿、糞及び胆汁中排泄率（%TAR） 

標識化合物 採取時間 
（hr） 尿 糞 胆汁 組織及び 

カーカス 
[met-14C]フルオ 
キサストロビン 0～24 4.81 10.6 87.4 1.34 

[chl-14C]フルオ 
キサストロビン 0～30 3.21 11.3 77.3 1.32 

 

２．植物体内運命試験  

（１）春小麦①  

春小麦（品種：Thasos）の種子に[met-14C]フルオキサストロビンを 5.5 mg/種
子 500 粒（55 g ai/ha に相当）の用量で種子処理し、播種 41 日後及び 76 日後に

それぞれ 313 及び 298 g ai/ha の用量で散布処理して、植物体内運命試験が実施

された。播種 36 日後に採取した青刈り試料、播種 85 日後に採取し室温で 4 日間

風乾した干し草試料、播種 123 日後に採取したわら（もみ殻を含む。）及び穀粒

が試料とされた。 
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各試料中における主要代謝物は表 7 に示されている。 
いずれの試料においても主要残留物はフルオキサストロビンであった。干し草、

わら及び穀粒ではフルオキサストロビンから Z 体への変換が認められ、わらで Z
体の比が最大（E/Z 比=73:27）であった。合計 32 種類の代謝物が検出され、青

刈りではM08Eが14.4%TRR認められたが、残留量は0.01 mg/kg未満であった。

ほかに 10%TRR を超える代謝物は認められなかった。（参照 1、8） 
 

表 7 各試料中における主要代謝物（%TRR） 

作物 試料 残留放

射能 a 
ﾌﾙｵｷｻｽ

ﾄﾛﾋﾞﾝ a Z 体 a 代謝物 b 

春小麦 

青刈り (0.02) 22.3 
(<0.01) 

ND 
(ND) M08E(14.4)、M07E(7.9) 

干し草 (55.7) 65.7 
(36.6) 

17.6 
(9.79) 

M08E(1.2)、M38(1.2)、M05(0.6)、M51(0.6)、
M04E(0.5)、M07E(0.5)、M34(0.5)、
M48E(0.5) 

わら (80.0) 52.8 
(42.2) 

19.6 
(15.6) 

M04E(2.4)、M07E(1.2)、M38(1.2)、
M48E(1.2)、M05(0.9)、M04Z(0.6)、
M08E(0.6)、M40(0.6)、M34(0.6)、M50(0.6)、
M03E(0.5)、M78(0.5)、M42(0.5) 

穀粒 (0.71) 51.2 
(0.36) 

11.8 
(0.08) M49(5.0)、M08E(2.0)、M04E(1.5)、M38(1.1) 

ND: 検出されず。 
a: (  )：mg/kg。 
b: 0.5%TRR 以上認められた代謝物。 

 
（２）春小麦② 

春小麦（品種：Thasos）の種子に[chl-14C]フルオキサストロビンを 6.4 mg/種
子 500 粒（64 g ai/ha に相当）の用量で種子処理し、播種 36 日後及び 88 日後に

それぞれ 317 及び 315 g ai/ha の用量で散布処理して、植物体内運命試験が実施

された。播種 32 日後に採取した青刈り試料、播種 98 日後に採取し室温で 4 日間

風乾した干し草試料、播種 151 日後に採取したわら（もみ殻を含む。）及び穀粒

が試料とされた。 
各試料中における主要代謝物は表 8 に示されている。 
いずれの試料においても主要残留物はフルオキサストロビンであった。全ての

試料においてフルオキサストロビンから Z 体への変換が認められ、わらで Z 体の

比が最大（E/Z 比=74:26）であった。合計 18 種類の代謝物が検出されたが、

10%TRR を超えるものは認められなかった。（参照 1、9） 
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表 8 各試料中における主要代謝物（%TRR） 

作物 試料 残留放

射能 a 
ﾌﾙｵｷｻｽ

ﾄﾛﾋﾞﾝ a Z 体 a 代謝物 b 

春小麦 

青刈り (0.06) 22.8 
(0.01) 

4.3 
(<0.01) M08E(9.1)、M84(5.0)、M38(2.7) 

干し草 (9.71) 74.2 
(7.21) 

13.7 
(1.33) 

M82(2.2)、M38(1.1)、M04E(1.0)、M03E(0.6)、
M08E(0.6)、M05(0.5)、M56(0.5)、M84(0.5) 

わら (78.1) 58.9 
(46.1) 

20.9 
(16.4) 

M04E(2.7)、M08E(1.8)、M82(1.8)、M84(1.5)、
M38(1.2)、M04Z(0.6)、M05(0.6)、M09E(0.5)、
M07E(0.5)、M39(0.5)、M34(0.5) 

穀粒 (0.53) 70.1 
(0.37) 

15.9 
(0.08) M04E(2.4)、M38(1.5)、M82(0.8) 

a: (  )：mg/kg。 
b: 0.5%TRR 以上認められた代謝物。 
 

（３）春小麦③  

春小麦（品種：Thasos）の種子に[pyr-14C]フルオキサストロビンを 5.3 mg/種
子 500 粒（53 g ai/ha に相当）の用量で種子処理し、播種 41 日後及び 73 日後に

それぞれ 317 及び 281 g ai/ha の用量で散布処理し、植物体内運命試験が実施さ

れた。播種 36 日後に採取した青刈り試料、播種 83 日後に採取し室温で 4 日間風

乾した干し草試料、播種 121 日後に採取したわら（もみ殻を含む。）及び穀粒が

試料とされた。 
各試料中における主要代謝物は表 9 に示されている。 
いずれの試料においても主要残留物はフルオキサストロビンであった。干し草、

わら及び穀粒ではフルオキサストロビンから Z 体への変換が認められ、わらで Z
体の比が最大（E/Z 比=70:30）であった。合計 29 種類の代謝物が検出されたが、

10%TRR を超えるものは認められなかった。（参照 1、10） 
 

表 9 各試料中における主要代謝物（%TRR） 

作物 試料 残留放

射能 a 
ﾌﾙｵｷｻｽ

ﾄﾛﾋﾞﾝ a Z 体 a 代謝物 b 

春小麦 

青刈り (0.05) 23.7 
(0.01) 

ND 
(ND) － 

干し草 (40.1) 61.8 
(24.8) 

17.3 
(6.94) 

M08E(2.1)、M48E(0.8)、M51(0.8)、M05(0.7)、
M04E(0.6)、M09E(0.6)、M38(0.6)、
M07E(0.5)、M34(0.5) 

わら (74.7) 50.9 
(38.0) 

21.9 
(16.4) 

M04E(2.4) 、 M05(1.2) 、 M07E(1.1) 、

M48E(1.1) 、 M04Z(0.8) 、 M38(0.8) 、

M08E(0.7)、M34(0.7)、M03E(0.6)、M39(0.5)、
M50(0.5) 

穀粒 (0.57) 40.3 
(0.23) 

11.3 
(0.06) M49(3.0)、M38(1.5)、M08E(0.9)、M04E(0.8) 
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ND: 検出されず。 
a: (  )：mg/kg。 
b:0.5%TRR 以上認められた代謝物。  
－:代謝物は同定されなかった。 

 
（４）らっかせい① 

らっかせい（品種：Georgia Green）に[met-14C]フルオキサストロビンを合計

4.34 mg ai/植物体（781 g ai/ha に相当、通常濃度）若しくは 20.0 mg ai/植物体

（過剰濃度）の用量で 3 回（BBCH66 又は 67、79 及び 88）散布処理、又は 0.17 
mg/種子の用量で種子処理し、散布処理区では最終処理 14 日後、種子処理区では

処理 144 日後に採取した植物体の乾燥葉部及び子実を用いて、植物体内運命試験

が実施された。 
各試料中（通常濃度処理）における主要代謝物は表 10 に示されている。 
乾燥葉部における主要残留物はフルオキサストロビンであり、Z 体への変換が

認められた（E/Z 比=72:28）。合計 17 種類の代謝物が検出されたが、10%TRR
を超えるものは認められなかった。（参照 1、11） 

 
表 10 各試料中（通常濃度処理）における主要代謝物（%TRR） 

作物 試料 残留放

射能 a 
ﾌﾙｵｷｻｽ

ﾄﾛﾋﾞﾝ a Z 体 a 代謝物 b 

らっか

せい 

乾燥葉

部 (142) 60.0 
(85.1) 

23.1 
(32.8) 

M38E(2.7)、M39(2.5)、M38Z(1.2)、M34(1.0)、
M80a(0.9)、M40(0.7) 

子実 (0.055) ND 
(ND) 

ND 
(ND) － 

ND: 検出されず。 
a: (  )：mg/kg。 
b: 0.5%TRR 以上認められた代謝物。   
－：代謝物は同定されなかった。 

 
（５）らっかせい② 

らっかせい（品種：Georgia Green）に[pyr-14C]フルオキサストロビンを合計

4.46 mg ai/植物体（804 g ai/ha に相当、通常濃度）若しくは 19.0 mg ai/植物体

（過剰濃度）の用量で 3 回（BBCH66 又は 67、79 及び 89）散布処理、又は 0.12 
mg/種子の用量で種子処理し、散布処理区では最終処理 14 日後、種子処理区では

処理 144 日後に採取した植物体の乾燥葉部及び子実を用いて、植物体内運命試験

が実施された。 
各試料中（通常濃度処理）における主要代謝物は表 11 に示されている。 
乾燥葉部における主要残留物はフルオキサストロビンであり、Z 体への変換が

認められた（E/Z 比=72:28）。合計 16 種類の代謝物が検出されたが、10%TRR
を超えるものは認められなかった。（参照 1、12） 
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表 11 各試料中（通常濃度処理）における主要代謝物（%TRR） 

作物 試料 残留放

射能 a 
ﾌﾙｵｷｻｽ

ﾄﾛﾋﾞﾝ a Z 体 a 代謝物 b 

らっか

せい 

乾燥葉

部 (130) 61.4 
(79.7) 

24.2 
(31.4) 

M38E(2.2)、M39(1.7)、M38Z(1.4)、M56(0.9)、
M34(0.8)、M40(0.5) 

子実 (0.146) ND 
(ND) 

ND 
(ND) － 

ND: 検出されず。 
a: (  )：mg/kg。 
b: 0.5%TRR 以上認められた代謝物。 
－：代謝物は同定されなかった。 

 
（６）トマト① 

トマト（品種：Bonset F1）に [met-14C]フルオキサストロビンを合計 16.4 mg/
植物体（410 g ai/ha に相当）の用量で 3 回（BBCH64、72 及び 83）散布処理し、

最終散布処理 3 日後に果実を採取して植物体内運命試験が実施された。 
総残留放射能は 0.635 mg/kg で、そのうち 0.578 mg/kg（91.1%TRR）が表面

洗浄液から回収された。 
主要残留物はフルオキサストロビンで、94.5%TRR（0.600 mg/kg）認められた。

Z 体への変換は僅かであった。代謝物 M34、M38 及び M78 が認められたが、い

ずれも 0.3%TRR 以下であった（参照 1、13） 
 

（７）トマト② 

トマト（品種：Bonset F1）に [chl-14C]フルオキサストロビンを合計 16.9 mg/
植物体（423 g ai/ha に相当）の用量で 3 回（BBCH64、72 及び 83）散布処理し、

最終散布処理 3 日後に果実を採取して植物体内運命試験が実施された。 
総残留放射能は 0.418 mg/kg で、そのうち 0.383 mg/kg（91.5%TRR）が表面

洗浄液から回収された。 
主要残留物はフルオキサストロビンで、94.8%TRR（0.396 mg/kg）認められた。

Z 体への変換は僅かであった。代謝物 M34、M38 及び M56 が認められたが、い

ずれも 0.4%TRR 以下であった。（参照 1、14） 
 

フルオキサストロビンの春小麦及びらっかせいにおける主要代謝経路は、①オ

キシムエーテルの異性化による Z 体の形成、②クロロフェニル環の水酸化、③ジ

オキサジン環の開環と分解、④オキシムエーテルの開裂、⑤親分子の開裂による

脱クロロフェニル体及びフェノキシ-ヒドロキシピリミジン体の形成、⑥グルタチ

オン、グルコシル、グルコシル-マロニル、グルコシル硫酸塩及びマロニル抱合体

への抱合化であると考えられた。 

フルオキサストロビンのトマトにおける主要代謝経路は、開裂及び加水分解に
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よる代謝物 M56 及び M78 の生成と考えられた。 

 

３．土壌中運命試験  

（１）好気的土壌中運命試験① 

砂壌土（ドイツ）に[met-14C]フルオキサストロビンを 0.265 mg/kg 乾土となる

ように添加し、20±1℃の暗条件下で最長 120 日間インキュベートする好気的土壌

中運命試験が実施された。 
フルオキサストロビンは処理直後の 93.6%TAR から減少し、処理 120 日後で

7.0%TAR となった。主要分解物として M48E が処理 30 日後に 23.0%TAR 認め

られたが、120 日後には 12.2%TAR に減少した。ほかに少なくとも 4 種類の分解

物が検出されたが、いずれも 5%TAR 未満であった。また、揮発成分として処理

後 120 日の累積で 7.2%TAR の CO2が認められた。 
フルオキサストロビンの推定半減期は、26.8 日と考えられた。（参照 1、15） 

 
（２）好気的土壌中運命試験② 

壌質砂土（米国）、シルト（ドイツ）及びシルト質壌土 2（ドイツ）に[met-14C]
フルオキサストロビン又は [pyr-14C]フルオキサストロビンを 0.196～0.268 
mg/kg 乾土となるように添加し、20±1℃の暗条件下で最長 365 日間インキュベー

トする好気的土壌中運命試験が実施された。 
試験結果は表 12 に示されている。 
[met-14C]フルオキサストロビン処理区では、フルオキサストロビンは全ての土

壌において経時的に減少した。主要分解物として M48E が壌質砂土で試験期間を

通して増加したが、シルトでは処理 30 日後に 30.2%TAR、シルト質壌土では処

理 91 日後に 28.4%TAR で最大となった後、減少した。ほかに M04E、M38 等 7
種類の分解物が検出されたが、いずれも 5%TAR 未満であった。 

[pyr-14C]フルオキサストロビン処理区においても、[met-14C]フルオキサストロ

ビン処理区における結果と同様の傾向を示した。 
フルオキサストロビンの推定半減期は、壌質砂土で 319 日、シルトで 12.1 日及

びシルト質壌土で 47.1 日と考えられた。（参照 1、16） 
 

表 12 3種土壌における[met-14C]フルオキサストロビン又は 

 [pyr-14C]フルオキサストロビン処理後の主要分解物（%TAR） 

標識体 [met-14C]フルオキサストロビン 
土壌 壌質砂土 シルト シルト質壌土 

分析時点

(日) 
ﾌﾙｵｷｻｽﾄﾛ

ﾋﾞﾝ M48E ﾌﾙｵｷｻｽﾄﾛ

ﾋﾞﾝ M48E ﾌﾙｵｷｻｽﾄﾛ

ﾋﾞﾝ M48E 

処理直後 96.4 0.1 96.3 0.1 95.8 ND 

2 シルト質壌土は、[met-14C]フルオキサストロビン処理区のみ設けられた。 
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8 91.2 3.9 60.9 19.2 82.3 6.3 
30 78.7 9.1 16.0 30.2 61.0 15.0 
59 71.5 11.6 6.4 20.0 40.2 23.6 
91 65.8 13.3 5.1 16.2 24.4 28.4 

120 61.8 14.2 3.9 10.7 15.8 25.0 
182 55.0 16.0 NA NA NA NA 
365 44.1 18.4 NA NA NA NA 

標識体 [pyr-14C]フルオキサストロビン  
土壌 壌質砂土 シルト 

分析時点

(日) 
ﾌﾙｵｷｻｽﾄﾛ

ﾋﾞﾝ M48E ﾌﾙｵｷｻｽﾄﾛ

ﾋﾞﾝ M48E  

処理直後 96.8 0.3 95.9 0.6 

 

7 92.7 2.3 62.0 21.3 
30 82.5 5.6 18.1 32.2 
91 72.0 8.0 7.0 15.6 

120 70.9 8.6 5.4 13.4 
179 60.1 8.7 NA NA 
365 51.4 10.3 NA NA 

ND: 検出されず。 
NA: 分析せず。 

 
（３）好気的/嫌気的土壌中運命試験 

シルト質壌土（ドイツ）に[met-14C]フルオキサストロビンを 0.557 mg/kg 乾土

となるように添加し、好気的条件下、暗所で 31 日間インキュベートした後、水

深 1～3 cm で湛水し、窒素気流下、暗所で 120 日間インキュベートする好気的/
嫌気的土壌中運命試験が実施された。試験期間中の温度は 19.4～21.8℃に維持さ

れた。 
フルオキサストロビンは処理後緩やかに分解され、好気的条件下では処理 31

日後に 56.7%TAR となり、嫌気的湛水条件下では 59.9%TAR から 120 日後には

37.9%TAR に減少した。主要分解物として M48E 及び M40 が認められた。分解

物 M48E は嫌気的条件下では 8.7～13.6%TAR で推移した。分解物 M40 は嫌気

的条件への移行 120 日後には 16.9%TAR に増加した。 
フルオキサストロビンの推定半減期は、195 日と考えられた。（参照 1、17） 

 
（４）土壌表面光分解試験 

壌質砂土（米国）に[pyr-14C]フルオキサストロビンを 1.3 mg/kg 乾土となるよ

うに表面処理し、19.2～20.8℃、キセノンランプ（光強度：1,350 W/m2、波長：

290 nm 未満をカット）で 15 日間照射する土壌表面光分解試験が実施された。 
推定半減期は表 13 に示されている。 
総放射能量は、光照射区で 15 日間 95.1～97.5%TAR であり、増減は認められ

なかった。暗所対照区でも、総放射能量は 96.5～99.0%TAR であった。 
光照射区では、フルオキサストロビンは照射後緩やかに分解され、処理直後の
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95.4%TAR から 15 日後には 51.0%TAR となった。主要分解物は Z 体であり、処

理直後の 2.4%TAR から 15 日後には 22.2%TAR に増加した。そのほか多数の分

解物が検出されたが、いずれも 3%TAR 未満であった。揮発性成分として CO2が

処理後 15 日間の累積で 4.4%TAR 認められた。 
暗所対照区では、フルオキサストロビンの分解は極めて緩やかで、処理 15 日

後には 83.4%TAR となった。主要分解物は Z 体であり、2.1～2.5%TAR 認められ

た。ほかにも多数の微量分解物が検出された。（参照 1、18） 
 

表 13 推定半減期（日） 

化合物 
試験系における半減期 自然太陽光 

[北緯 35 度（東京）、

4～6 月] 光照射区 暗所対照区 

フルオキサストロビン 20.5 115 164 
フルオキサストロビン+Z体 42.8 117 343 

 
（５）土壌吸脱着試験 

4 種類の土壌［砂壌土及びシルト（ドイツ）並びにシルト質埴壌土及び壌質砂

土（米国）］を用いたフルオキサストロビンの土壌吸脱着試験が実施された。 
各土壌における Freundlich の吸着係数及び脱着係数は表 14 に示されている。

（参照 1、19） 
 

表 14 Freundlichの吸着係数及び脱着係数 

土壌 Kads Kadsoc Kdes Kdesoc 
砂壌土 12.7 629 20.3 1,010 
シルト 16.2 758 23.3 1,090 

シルト質埴壌土 26.3 1,580 23.9 1,440 
壌質砂土 3.35 424 5.09 645 

Kads：Freundlich の吸着係数、Kadsoc：有機炭素含有率により補正した吸着係数 
Kdes：Freundlich の脱着係数、Kdesoc：有機炭素含有率により補正した脱着係数 

 
（６）土壌吸着試験 

火山灰土・壌土（茨城）を用いたフルオキサストロビンの土壌吸着試験が実施

された。 
Freundlich の吸着係数 Kads は 26.3、有機炭素含有率により補正した吸着係数

Kadsoc は 542 であった。（参照 1、20） 
 

４．水中運命試験  

（１）加水分解試験 

pH 4（酢酸緩衝液）、pH 7（トリス緩衝液）及び pH 9（ホウ酸緩衝液）の各

滅菌緩衝液に、[met-14C]フルオキサストロビンを 0.25 mg/L となるように添加し、
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50.0～50.1℃で 7 日間、暗所条件下でインキュベートして加水分解試験が実施さ

れた。 
フルオキサストロビンはいずれの緩衝液中においても安定で、分解物は検出さ

れなかった。半減期は 1 年以上と推定された。（参照 1、21） 
 

（２）水中光分解試験① 

pH 7の滅菌リン酸緩衝液に[met-14C]フルオキサストロビンを0.533 mg/L又は

[chl-14C]フルオキサストロビンを 3.23 mg/L となるように添加し、24.4～25.6℃
で最長 8 日間、キセノンランプ（光強度：1,760 W/m2、波長：290 nm 未満をカ

ット）を照射して水中光分解試験が実施された。 
 [met-14C]フルオキサストロビン処理では、フルオキサストロビンは光照射 8

日後には 20.7%TAR まで減少した。Z 体は光照射 1 日後に 9.8%TAR 認められた

が、8 日後には 3.2%TAR に減少した。分解物として M36 が光照射 8 日後に最大

17.1%TAR 認められた。そのほか多数の分解物が検出されたが、いずれも 3%TAR
未満であった。 

[chl-14C]フルオキサストロビン処理では、フルオキサストロビンは処理直後の

91.7%TAR から光照射 8 日後には 23.1%TAR まで減少した。Z 体は光照射 1 日後

に 11.2%TAR に増加した後、8 日後には 3.5%TAR に減少した。分解物として

M36 及び M56 が光照射 8 日後にそれぞれ最大 23.6 及び 4.7%TAR 認められた。

そのほか多数の分解物が検出されたが、いずれも 2%TAR 未満であった。 
暗所対照区では、[met-14C]フルオキサストロビン及び[chl-14C]フルオキサスト

ロビン処理のいずれにおいても、フルオキサストロビンはほとんど分解されなか

った。 
Z 体と合わせたフルオキサストロビンの半減期は、[met-14C]フルオキサストロ

ビン処理で 3.8 日、[chl-14C]フルオキサストロビン処理で 4.4 日、平均 4.1 日と推

定され、自然太陽光[北緯 35 度（東京）、4 月]換算では 41.4 日と考えられた。

（参照 1、22） 
 

（３）水中光分解試験② 

自然水（英国、pH 8.1）に[met-14C]フルオキサストロビンを 1.07 mg/L 又は 
[chl-14C]フルオキサストロビンを 1.14 mg/L となるように添加し、25±2℃で 96
時間、キセノンランプ（光強度：59.7 W/m2、波長：290 nm 未満をカット）を照

射して水中光分解試験が実施された。 
 [met-14C]フルオキサストロビン処理では、フルオキサストロビンは光照射 96

時間後には 9.6%TAR に減少した。Z 体は光照射 4 時間後に 10.7%TAR に増加し

た後、96 時間後には 1.0%TAR に減少した。分解物として M36 が光照射 72 時間

後に最大 38.9%TAR 認められた。そのほか 4 種の未同定分解物が最大 5.3～
7.9%TAR 検出された。 
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[chl-14C]フルオキサストロビン処理では、フルオキサストロビンは光照射 96 時

間後には 3.7%TAR まで減少した。Z 体は光照射 4 時間後に 11.1%TAR に増加し

た後、96 時間後には定量限界未満となった。分解物として M36 及び M56 がそれ

ぞれ最大 36.5 及び 15.4%TAR 認められたほか、2 種の未同定分解物が最大 6.0～
6.2%TAR 検出された。 
暗所対照区では、[met-14C]フルオキサストロビン処理ではフルオキサストロビ

ン、Z 体及び分解物が微量（0.4%TAR 以下）認められた。一方、[chl-14C]フルオ

キサストロビン処理ではフルオキサストロビン及び Z 体以外は認められなかった。 
フルオキサストロビンの半減期は、[met-14C]フルオキサストロビン処理で 27.4

～28.2 日、[chl-14C]フルオキサストロビン処理で 22.6～25.8 日と推定され、自然

太陽光[北緯 35 度（東京）、4～6 月]換算ではそれぞれ 8.78～9.0 日及び 7.24～
8.23 日と考えられた。（参照 1、23） 

 
５．土壌残留試験  

火山灰土・軽埴土（茨城）及び沖積土・埴壌土（高知）を用いて、フルオキサ

ストロビン、Z 体及び分解物 M48E を分析対象化合物とした土壌残留試験が実施

された。 
推定半減期は表 15 に示されている。（参照 1、24） 
 

表 15 土壌残留試験成績 

試験 濃度 
(g ai/ha) 土性 

推定半減期(日) 

フルオキサストロビン 
フルオキサストロビン

+Z 体 
＋分解物 M48E 

ほ場 
試験 畑地 350WDG×2 回 

火山灰土・軽埴土 101 132 
沖積土・埴壌土 17 22 

WDG:顆粒水和剤 
 

６．作物残留試験  

海外において、いちご及びばれいしょを用いてフルオキサストロビン及び Z 体

を分析対象化合物とした作物残留試験が実施された。結果は別紙 3 に示されてい

る。 
フルオキサストロビン、Z 体並びにフルオキサストロビン及び Z 体の合計の最

大残留値は、それぞれ散布当日に収穫したいちご（果実）における 0.934、0.0520 
及び 0.984 mg/kg であった。（参照 25、26） 

 
７．一般薬理試験 

ラットを用いたフルオキサストロビン（E/Z 比=97:3）の一般薬理試験が実施さ

れた。結果は表 16 に示されている。（参照 1、27）                   
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表 16 一般薬理試験概要 

試験の種類 動物種 動物数 
/群 

投与量 
(mg/kg 体重) 
(投与経路) 

最大 
無作用量 
(mg/kg 
体重) 

最小 
作用量 
(mg/kg 
体重) 

結果の概要 

中枢 
神経

系 

一般症状 
(Irwin 法) 

SD  

ラット 雄 5 
0、200、600、 
2,000  
(経口)  

2,000 － 影響なし 

呼吸

器系 
呼吸数 

1 回換気量 
SD 

ラット 雄 5 
0、200、600、 
2,000 
 (経口) 

2,000 － 影響なし 

循環

器系 
血圧、 
心拍数 

SD 
ラット 雄 5 

0、200、600、 
2,000 
 (経口) 

2,000 － 影響なし 

注）溶媒として 0.5%CMC 水溶液が用いられた。 
―：最小作用量は設定されなかった。 

 
８．急性毒性試験  

（１）急性毒性試験 

ラットを用いたフルオキサストロビン（原体）の急性毒性試験が実施された。

結果は表 17 に示されている。（参照 1、28～31）                   
 

表 17 急性毒性試験概要（原体） 

投与 
経路 動物種 

LD50 

（mg/kg 体重） 観察された症状 
雄 雌 

経口 a 

Wistar ラット 
一群雌雄各 3 匹 

 (E/Z 比=不明) 
>2,500 >2,500 症状及び死亡例なし 

Wistar ラット 
一群雌雄各 3 匹 

 (E/Z 比=92:8) 
>2,500 >2,500 症状及び死亡例なし 

経皮 
Wistar ラット 
一群雌雄各 5 匹 

 (E/Z 比=不明) 
>2,000 >2,000 症状及び死亡例なし 

吸入 
(ﾀﾞｽﾄ) 

Wistar ラット  
一群雌雄各 5 匹 

 (E/Z 比=99:1) 

LC50（mg/m3） 雄：死亡 1 例（暴露中） 
雌雄：立毛、被毛粗剛、緩徐呼吸、呼

吸困難、鼻排出物（漿液性）、自発運

動量減少、跛行、体重増加抑制、直腸

温低下 
>5,000 >5,000 

a: 試験実施時（1996 年）のガイドラインに沿った毒性等級法による評価。 
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（２）急性神経毒性試験（ラット） 

Wistar ラット（一群雌雄各 12 匹）にフルオキサストロビンを単回経口[原体

（E/Z 比=99:1）：0、200、500 及び 2,000 mg/kg 体重）]投与して急性神経毒性

試験が実施された。 
いずれの投与群においても検体投与による影響は認められなかったので、無毒

性量は雌雄とも本試験の最高用量 2,000 mg/kg 体重であると考えられた。急性神

経毒性は認められなかった。（参照 1、32） 
 
９．眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試験 

ヒマラヤウサギを用いたフルオキサストロビン[原体（刺激性試験：E/Z 比=不
明、感作性試験：E/Z 比=99:1）]の眼刺激性及び皮膚刺激性試験が実施された。

その結果、ウサギの眼粘膜において軽度の刺激性が認められたが、皮膚に対して

刺激性は認められなかった。 
Hartley モルモットを用いた皮膚感作性試験（Maximization 法）が実施された。

その結果、皮膚感作性は陰性であった。（参照 1、33～37） 
 

１０．亜急性毒性試験 

（１）4 週間亜急性毒性試験（ラット）① 

Wistar ラット（一群雌雄各 5 匹）を用いた混餌[原体（E/Z 比=不明）：0、100、
500、2,500 及び 10,000 ppm：平均検体摂取量は表 18 参照）]投与による 4 週間

亜急性毒性試験が実施された。 
 

表 18 4週間亜急性毒性試験（ラット）①の平均検体摂取量 

投与群 100 ppm 500 ppm 2,500 ppm 10,000 ppm 
平均検体摂取量 

（mg/kg 体重/日） 
雄 11.7 63.6 383 1,930 
雌 10.6 54.6 265 1,440 

 
各投与群で認められた毒性所見は表 19 に示されている。 
本試験で脾臓及びリンパ節中のマクロファージ活性及び血清中の抗体力価につ

いて検査が実施されたが、検体投与による影響は認められなかった。肝臓中の

P450、O-DEM 及び N-DEM 並びに門脈周囲及び静脈周囲における細胞増殖指数

が測定され、2,500 ppm 以上投与群の雌雄で N-DEM の減少、10,000 ppm 投与

群の雄で門脈周囲及び静脈周囲における細胞増殖指数の減少が認められた。 
本試験において、2,500 ppm 以上投与群の雄で副腎皮質細胞質空胞化が、100 

ppm以上投与群の雌でTG減少が認められたので、無毒性量は雄で500 ppm（63.6 
mg/kg 体重/日）、雌で 100 ppm 未満（10.6 mg/kg 体重/日未満）であると考えら

れた。（参照 1、38） 
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表 19 4週間亜急性毒性試験（ラット）①で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
10,000 ppm ・体重増加抑制(投与 1 週以降) 

・TG 減少 
・Ure 及び Alb 増加 
・精嚢及び前立腺萎縮 
・肝グリコーゲン減少 

・甲状腺ろ胞上皮細胞扁平化 

 

2,500 ppm 以上 ・副腎皮質細胞質空胞化  
500 ppm 以上 500 ppm 以下 

毒性所見なし 
 

100 ppm 以上 ・TG 減少 
 
（２）4 週間亜急性毒性試験（ラット）② 

Wistar ラット（一群雌雄各 5 匹）を用いた混餌[原体（E/Z 比=92:8）：0、100、
500、2,500 及び 10,000 ppm：平均検体摂取量は表 20 参照）]投与による 4 週間

亜急性毒性試験が実施された。 
 

表 20 4週間亜急性毒性試験（ラット）②の平均検体摂取量 

投与群 100 ppm 500 ppm 2,500 ppm 10,000 ppm 
平均検体摂取量 

（mg/kg 体重/日） 
雄 9.7 49.9 237 1,020 
雌 8.6 43.4 222 892 

 
各投与群で認められた毒性所見は表 21 に示されている。 
本試験で脾臓中のマクロファージ活性、血清中の抗体力価等について検査が実

施されたが、検体投与による影響は認められなかった。肝臓中の P450、O-DEM
及び N-DEM が測定され、500 ppm 以上投与群の雌雄で N-DEM の減少が認めら

れた。 
本試験において、10,000 ppm 投与群の雌雄で体重増加抑制等が認められたの

で、無毒性量は雌雄とも 2,500 ppm（雄：237 mg/kg 体重/日、雌：222 mg/kg 体

重/日）であると考えられた。（参照 1、39） 
 

表 21 4週間亜急性毒性試験（ラット）②で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
10,000 ppm ・体重増加抑制(投与 1 週) 

・Ure 増加 
・尿 Ca 及びシュウ酸排泄量増 
 加§ 
・肝絶対§及び比重量 3増加 

・体重増加抑制（投与 1 週以降） 
・Ure 増加 
・尿 Ca 排泄量増加§ 

・肝比重量増加 

2,500 ppm 以下 毒性所見なし 毒性所見なし 
§:統計学的有意差はないが、検体投与の影響と判断した。 

3 体重比重量を比重量という（以下同じ。）。 
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（３）13週間亜急性毒性試験（ラット） 

Wistar ラット（主群：一群雌雄各 10 匹、免疫毒性試験群：一群雌雄各 5 匹）

を用いた混餌[原体（E/Z 比=不明）；雄：0、125、1,000 及び 8,000 ppm、雌：

0、250、2,000 及び 16,000 ppm：平均検体摂取量は表 22 参照）]投与による 13
週間亜急性毒性試験が実施された。なお、対照群及び最高用量投与群には 4 週間

の回復群（一群雌雄各 10 匹）が設けられた。 
 

表 22 13週間亜急性毒性試験（ラット）の平均検体摂取量 

性別 雄 雌 
投与群(ppm) 125 1,000 8,000 250 2,000 16,000 

平均検体摂取量

(mg/kg 体重/日) 

主群 8.7 70.4 580 21.5 163 1,420 
回復群   599   1,510 
免疫毒性

試験群 
11.6 91.7 787 25.2 193 1,790 

/: 該当なし。 
 

各投与群で認められた毒性所見は表 23 に示されている。 
投与終了時及び回復期間終了時に肝臓中の ECOD、EROD、ALD、EH、GST

及び GLU-T が測定され、投与終了時には雄の 8,000 ppm 投与群で EH 及び

GLU-T、雌の 2,000 ppm 以上投与群で GST が、16,000 ppm 投与群で EH が増

加したが、回復期間終了時には変化は認められなかった。 
免疫毒性学的検査では、検体投与による影響は認められなかった。 
本試験において、1,000 ppm 以上投与群の雄及び 2,000 ppm 以上投与群の雌で

血清 Ca 増加等が認められたので、無毒性量は雄で 125 ppm（8.7 mg/kg 体重/日）、

雌で 250 ppm（21.5 mg/kg 体重/日）であると考えられた。（参照 1、40） 
（雄の泌尿器系への影響に関しては［14. (2)］を参照。） 

 

表 23 13週間亜急性毒性試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
16,000 ppm  ・RBC 減少 

・TG 減少 
・尿潜血反応陽性 
・肝絶対及び比重量増加 

8,000 ppm ・体重増加抑制(投与 1～13 週)及
び摂餌量減少(投与 2～7 週) 

・尿潜血反応陽性 
・膀胱炎症 
・腎及び尿道結石§ 
・腎、膀胱及び尿道移行上皮細 
胞過形成§ 

・副腎皮質小型空胞化§ 
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2,000 ppm 以上  ・Ca 増加 
1,000 ppm 以上 ・TG 減少 

・Ca 増加 
・尿シュウ酸 Ca 増加 

 

250 ppm  毒性所見なし 
125 ppm 毒性所見なし  

/: 該当なし。 
§：

統計学的有意差はないが、検体投与の影響と判断した。 
 
（４）13週間亜急性毒性試験（マウス） 

ICR マウス（一群雌雄各 10 匹）を用いた混餌[原体（E/Z 比=不明）：0、450、
1,800 及び 7,000 ppm：平均検体摂取量は表 24 参照）]投与による 13 週間亜急

性毒性試験が実施された。 
 

表 24 13週間亜急性毒性試験（マウス）の平均検体摂取量 

投与群 450 ppm 1,800 ppm 7,000 ppm 
平均検体摂取量 

（mg/kg 体重/日） 
雄 81 313 1,300 
雌 135 539 2,260 

 
各投与群で認められた毒性所見は表 25 に示されている。 
本試験において、450 ppm 以上投与群の雄及び 1,800 ppm 以上投与群の雌で肝

絶対及び比重量増加等が認められたので、無毒性量は雄で 450 ppm 未満（81 
mg/kg 体重/日未満）、雌で 450 ppm（135 mg/kg 体重/日）であると考えられた。

（参照 1、41） 
 

表 25 13週間亜急性毒性試験（マウス）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
7,000 ppm ・RBC 及び Hb 減少 

・腎絶対及び比重量増加 
・小葉中心性肝細胞肥大及び肝 

細胞質変化 

 

1,800 ppm 以上  ・Hb 及び Ht 減少 
・肝絶対及び比重量増加 

450 ppm 以上 ・肝絶対及び比重量増加 450 ppm 毒性所見なし 
  

（５）13週間亜急性毒性試験（イヌ）① 

ビーグル犬（一群雌雄各 4 匹）を用いた混餌[原体（E/Z 比=99:1）：0、100、
800 及び 3,000/2,5004 ppm：平均検体摂取量は表 26 参照）]投与による 13 週間

亜急性毒性試験が実施された。 

4 投与開始から 8 日後まで 3,000 ppm、9 日後から 2,500 ppm に用量を下げた。 
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表 26 13週間亜急性毒性試験（イヌ）①の平均検体摂取量 

投与群 100 ppm 800 ppm 
3,000/2,500 

ppm 
平均検体摂取量 

（mg/kg 体重/日） 
雄 3.0 24.8 76.0 
雌 3.0 24.2 75.0 

 
各投与群で認められた毒性所見は表 27 に示されている。 
肝薬物代謝酵素は 800 ppm 以上投与群の雄で P450、O-DEM、ECOD、ALD

及び EH、同用量投与群の雌で P450、O-DEM、ECOD、ALD、EH、GST 及び

GLU-T の増加が認められた。 
本試験において、800 ppm 以上投与群の雌雄で肝細胞肥大、肝絶対及び比重量

増加等が認められたので、無毒性量は雌雄とも 100 ppm（3.0 mg/kg 体重/日）で

あると考えられた。（参照 1、42） 
 

表 27 13週間亜急性毒性試験（イヌ）①で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
3,000/2,500 
ppm 

・体重減少§(投与 1 及び 2 週)及び

摂餌量減少(投与 1～6 日) 
・Alb、Ca 及び T3

§減少 
・腎近位尿細管上皮細胞変性 

・体重減少§(投与 1 及び 2 週)及び

摂餌量減少、(投与 1～7 日) 
・Hb 及び Ht 減少 
・T.Chol、TP 及び Alb 減少 

800 ppm 以上  ・ALP 増加 
・T.Chol 減少 
・肝絶対§及び比重量増加 
・肝細胞肥大§§ 

・ALP 増加 
・Ca 及び T3減少 
・肝絶対§及び比重量増加 
・肝細胞肥大§§ 

100 ppm  毒性所見なし 毒性所見なし 
§:統計学的有意差はないが、検体投与の影響と判断した。 
§§: 800 ppm 投与群では統計学的有意差はないが、検体投与の影響と判断した。 

 
（６）13週間亜急性毒性試験（イヌ）② ＜参考資料 5＞ 

ビーグル犬（一群雌雄各 4 匹）を用いた混餌[原体（E/Z 比=99:1）：0、25 及

び 50 ppm：平均検体摂取量は表 28 参照）]投与による 13 週間亜急性毒性試験が

実施された。 
 

表 28 13週間亜急性毒性試験（イヌ）②の平均検体摂取量 

投与群 25 ppm 50 ppm 
平均検体摂取量 

（mg/kg 体重/日） 
雄 0.7 1.4 
雌 0.7 1.5 

 
 

5 本試験は 2 用量で実施された試験のため、参考資料とした。 
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肝薬物代謝酵素（P450、N-DEM、O-DEM）に検体投与による影響は認められ

なかった。本試験においては、いずれの投与群でも検体投与による影響は認めら

れなかった。（参照 1、43） 
 

（７）13週間亜急性神経毒性試験（ラット） 

Wistar ラット（一群雌雄各 12 匹）を用いた混餌[原体（E/Z 比=99:1）：0、200、
1,000 及び 7,500 ppm：平均検体摂取量は表 29 参照）]投与による 13 週間亜急

性神経毒性試験が実施された。 
 

表 29 13週間亜急性神経毒性試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 200 ppm 1,000 ppm 7,500 ppm 
平均検体摂取量 

（mg/kg 体重/日） 
雄 12.7 59.5 474 
雌 15.1 71.7 582 

 
FOB や神経病理組織学的検査等で検体投与による影響は認められなかった。 
本試験において、7,500 ppm 投与群の雌雄で体重増加抑制（雄：投与 7～13 週、

雌：投与 6～13 週）が認められたので、無毒性量は雌雄とも 1,000 ppm（雄：59.5 
mg/kg 体重/日、雌：71.7 mg/kg 体重/日）であると考えられた。亜急性神経毒性

は認められなかった。（参照 1、44） 
 

（８）28日間亜急性経皮毒性試験（ラット） 

Wistar ラット（一群雌雄各 10 匹）を用いた経皮[原体（E/Z 比=99:1）：0、100、
300 及び 1,000 mg/kg 体重/日、6 時間/日貼付）]投与による 28 日間（雌は 29 日

間）亜急性経皮毒性試験が実施された。 
本試験において、いずれの投与群でも検体投与による影響は認められなかった

ので、無毒性量は雌雄とも本試験の最高用量 1,000 mg/kg 体重/日であると考えら

れた。（参照 1、45） 
 

１１．慢性毒性試験及び発がん性試験  

（１）1 年間慢性毒性試験（イヌ） 

ビーグル犬（一群雌雄各 4 匹）を用いた混餌[原体（E/Z 比=99:1）：0、25、
50、250 及び 1,200 ppm：平均検体摂取量は表 30 参照）]投与による 1 年間慢性

毒性試験が実施された。 
 

表 30 1年間慢性毒性試験（イヌ）の平均検体摂取量 

投与群 25 ppm 50 ppm 250 ppm 1,200 ppm 
平均検体摂取量 

（mg/kg 体重/日） 
雄 0.8 1.7 8.1 34.9 
雌 0.7 1.5 7.7 37.4 
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各投与群で認められた毒性所見は表 31 に示されている。 
本試験において、250 ppm以上投与群の雌雄で肝細胞肥大等が認められたので、

無毒性量は雌雄とも 50 ppm（雄：1.7 mg/kg 体重/日、雌：1.5 mg/kg 体重/日）

であると考えられた。（参照 1、46） 
 

表 31 1年間慢性毒性試験（イヌ）で認められた毒性所見  

投与群 雄 雌 
1,200 ppm ・体重増加抑制§(投与 8 週以降) 

・ALT 増加 
・TP 減少 
・肝絶対§及び比重量増加 
・腎皮質色素沈着§ 

・ALT 増加 
・TP 減少 
・肝絶対§及び比重量増加 
・腎皮質色素沈着§ 

250 ppm 以上 ・ALP 及び GGT 増加 
・肝細胞肥大§§ 

・体重増加抑制§、a 
・ALP 及び GGT 増加 
・肝細胞肥大§ 

50 ppm 以下 毒性所見なし 毒性所見なし 
§:統計学的有意差はないが、検体投与の影響と判断した。 
§§: 250 ppm 投与群では統計学的有意差はないが、検体投与の影響と判断した。 
a：250 ppm 投与群では投与 15～55 週、1,200 ppm 投与群では投与 1～55 週。 

 
（２）2 年間慢性毒性/発がん性併合試験（ラット） 

Wistar ラット（発がん性試験群：一群雌雄各 50 匹、1 年間中間と殺群：一群

雌雄各 10 匹）を用いた混餌[原体（E/Z 比=99:1）；雄：0、40、100、1,000 及

び 5,000 ppm、雌：0、100、500、2,500 及び 12,500 ppm：平均検体摂取量は表

32 参照）]投与による 2 年間慢性毒性/発がん性併合試験が実施された。 
 

表 32 2年間慢性毒性/発がん性併合試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群（ppm） 40 100 500 1,000 2,500 5,000 12,500  
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

雄 2.1 5.2  53.0  272  
雌  6.9 35.2  181  1,080 

/: 該当なし。 

 

各投与群で認められた毒性所見は表 33 に示されている。 
腫瘍性病変として、12,500 ppm 投与群の雌で子宮腺癌の発生数の有意な増加

が認められ（発生率：対照群 6%、12,500 ppm 投与群 20%）、試験実施施設にお

ける背景データ（0～14%）を上回ったが、同時期に実施された他の 2 年間慢性

毒性/発がん性併合試験における対照群の子宮腺癌発生率が 24%であったことか

ら、検体投与の影響ではないと判断した。 
本試験において、5,000 ppm 投与群の雄で体重増加抑制等、2,500 ppm 以上投

与群の雌で尿無機リン排泄量減少等が認められたので、無毒性量は雄で 1,000 
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ppm（53.0 mg/kg 体重/日）、雌で 500 ppm（35.2 mg/kg 体重/日）であると考え

られた。発がん性は認められなかった。（参照 1、47） 
 

表 33-1 2年間慢性毒性/発がん性併合試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
12,500 ppm  ・体重増加抑制(投与 1 週以降) 

・膣出血 
・飲水量減少(投与 29 週以降) 
・T.Chol 増加 
・肝絶対§及び比重量増加 
・骨 Ca 減少 
・腸間膜リンパ節肥満細胞増加 
・骨髄球過形成 

5,000 ppm  ・体重増加抑制(投与 1 週以降) 
・尿無機リン排泄量減少 
・腸間膜リンパ節肥満細胞数増加 

 
 

2,500 ppm 以上  ・尿無機リン排泄量減少 
・尿 pH 上昇(投与 79 週) 

1,000 ppm 以下 毒性所見なし  
500 ppm 以下  毒性所見なし 
/: 該当なし。 
§:統計学的有意差はないが、検体投与の影響と判断した。 

 

表 33-2 1年間慢性毒性試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
12,500 ppm  ・体重増加抑制(投与 1 週以降) 

・飲水量減少(投与 29 週以降) 
・T.Chol 増加 
・肝絶対§及び比重量増加 

5,000 ppm  ・体重増加抑制(投与 1 週以降) 
・尿無機リン排泄量減少 

 
 

2,500 ppm 以上  ・尿無機リン排泄量減少 
 

1,000 ppm 以下 毒性所見なし  
500 ppm 以下  毒性所見なし 
/: 該当なし。 
§: 統計学的有意差はないが、検体投与の影響と判断した。 

 

（３）18か月間発がん性試験（マウス） 

ICR マウス（一群雌雄各 50 匹）を用いた混餌[原体（E/Z 比=99:1）：0、100、
700 及び 4,200 ppm、平均検体摂取量は表 34 参照）]投与による 18 か月間発が

ん性試験が実施された。 
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表 34 18か月間発がん性試験（マウス）の平均検体摂取量 

投与群 100 ppm 700 ppm 4,200 ppm 
平均検体摂取量 

（mg/kg 体重/日） 
雄 18.5 135 776 
雌 29.5 204 1,270 

 
各投与群で認められた毒性所見は表 35 に示されている。 
検体投与により発生頻度の増加した腫瘍性病変は認められなかった。 
本試験において、4,200 ppm 投与群の雌雄で肝絶対及び比重量増加等が認めら

れたので、無毒性量は雌雄とも 700 ppm（雄：135 mg/kg 体重/日、雌：204 mg/kg
体重/日）であると考えられた。発がん性は認められなかった。（参照 1、48） 

 
表 35 18か月間発がん性試験（マウス）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
4,200 ppm ・肝絶対及び比重量増加 

 
・肝絶対及び比重量増加 
・門脈周囲性/小葉中心性肝細胞肥

大、好酸性化 
700 ppm 以下 毒性所見なし 毒性所見なし 
 
１２．生殖発生毒性試験 

（１）2 世代繁殖試験（ラット） 

Wistar ラット（一群雌雄各 30 匹）を用いた混餌[原体（E/Z 比=99:1）：0､100、
1,000 及び 10,000 ppm：平均検体摂取量は表 36 参照）]投与による 2 世代繁殖

試験が実施された。 
 

表 36 2世代繁殖試験（ラット）の平均検体摂取量  

投与群 100 ppm 1,000 ppm 10,000 ppm 

平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

P 世代 
雄 6.3 69.9 665 
雌 7.8 84.7 825 

F1世代 
雄 7.2 77.4 862 
雌 8.3 88.7 917 

 
各投与群で認められた毒性所見は表 37 に示されている。 
本試験において、親動物では 10,000 ppm 投与群の雌雄で体重増加抑制等が、

児動物では 10,000 ppm 投与群の雌雄で胸腺及び脾臓絶対及び比重量減少等が認

められたので、無毒性量は親動物及び児動物の雌雄とも 1,000 ppm（P 雄：69.9 
mg/kg 体重/日、P 雌：84.7 mg/kg 体重/日、F1雄：77.4 mg/kg 体重/日、F1雌：

88.7 mg/kg 体重/日）であると考えられた。繁殖能に対する影響は認められなか

った。（参照 1、49） 
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表 37 2世代繁殖試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 親：P、児：F1 親：F1、児：F2 
雄 雌 雄 雌 

親 
動 
物 

10,000 
ppm 
 

・体重増加抑制 
(投与 98 日) 

・肝絶対§及び比重 
量増加 

・体重増加抑制(投与

56 日以降)及び摂

餌量減少(哺育期) 
・肝絶対及び比重量 
増加 

・体重増加抑制 
・肝絶対及び比重 
量増加 

・体重増加抑制及び 
摂餌量減少 

・肝絶対及び比重量 
増加 

1,000 
ppm 以下 

毒性所見なし 毒性所見なし 毒性所見なし 毒性所見なし 

児

動

物 

10,000 
ppm  

・体重増加抑制 
・包皮分離遅延 
・胸腺及び脾臓絶 

対及び比重量減 
少 

・体重増加抑制 
・胸腺及び脾臓絶対 

及び比重量減少 

・体重増加抑制 
・胸腺及び脾臓絶

対及び比重量減 
少 

・体重増加抑制 
・胸腺及び脾臓絶 

対及び比重量減 
少 

1,000 
ppm 以下 

毒性所見なし 毒性所見なし 毒性所見なし 毒性所見なし 

§: 統計学的有意差はないが、検体投与の影響と判断した。 

 

（２）発生毒性試験（ラット） 

Wistar ラット（一群雌 25 匹）の妊娠 6～20 日に強制経口[原体（E/Z 比=不明）：

0、100、300 及び 1,000 mg/kg 体重/日、溶媒：4%CMC 水溶液）]投与して、発

生毒性試験が実施された。 
母動物において肝臓中の P450、O-DEM 及び N-DEM が測定されたが、検体投

与による影響は認められなかった。 
本試験において、1,000 mg/kg 体重/日投与群の母動物で肝絶対及び比重量増加

が認められ、胎児では検体投与による影響は認められなかったので、無毒性量は

母動物で 300 mg/kg 体重/日、胎児で本試験の最高用量 1,000 mg/kg 体重/日であ

ると考えられた。催奇形性は認められなかった。（参照 1、50） 
 

（３）発生毒性試験（ウサギ） 

ヒマラヤウサギ（一群雌 22 匹）の妊娠 6～28 日に強制経口[原体（E/Z 比

=99:1）：0、25、100 及び 400 mg/kg 体重/日、溶媒：0.5%CMC 水溶液）]投与

して、発生毒性試験が実施された。 
各投与群で認められた毒性所見は表 38 に示されている。 
400 mg/kg 体重/日投与群の胎児において側脳室軽度拡張が認められたが、著し

い母体毒性がみられた 1 腹からの 2 胎児のみに認められたことから、検体投与に

よる影響ではないと考えられた。 
本試験において、400 mg/kg 体重/日投与群の母動物で妊娠 6～9 日に摂餌量減

少等が認められ、胎児においてはいずれの投与群においても検体投与による影響

は認められなかったので、無毒性量は母動物で 100  mg/kg 体重/日、胎児で本試
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験の最高用量 400 mg/kg 体重/日であると考えられた。催奇形性は認められなか

った。（参照 1、51） 
 

表 38 発生毒性試験（ウサギ）で認められた毒性所見 

投与群 母動物 胎児 
400 mg/kg 体重/日 ・耳介の冷感§ 

・体重減少§ (妊娠 6～9 日)及び 
摂餌量減少(妊娠 6～9 日) 

400 mg/kg 体重/日以下 
毒性所見なし 
 

100 mg/kg 体重/日 
以下 

毒性所見なし 

§: 統計学的有意差はないが、検体投与の影響と判断した。 
 
１３．遺伝毒性試験  

フルオキサストロビン（原体）の細菌を用いた復帰突然変異試験、チャイニー

ズハムスター肺由来培養細胞（V79）を用いた in vitro 染色体異常試験及び遺伝

子突然変異試験並びにマウスを用いた小核試験が実施された。 
試験結果は表 39 に示されているとおり、全て陰性であったことから、フルオキ

サストロビンに遺伝毒性はないものと考えられた。（参照 1、52～57） 
 

表 39 遺伝毒性試験概要（原体） 

試験 対象 処理濃度・投与量 結果 

in 
vitro 

復帰突然変異

試験① 
(E/Z 比=不明)  

Salmonella 
typhimurium 
（TA98､TA100､TA102、
TA1535、TA1537 株） 

① プレート法 
16～1,581 µg/ﾌﾟﾚｰﾄ (+/-S9) 

② プレインキュベーション法 
10～1,000 µg/ﾌﾟﾚｰﾄ (-S9) 
10～3,162 µg/ﾌﾟﾚｰﾄ (+S9) 

陰性 

復帰突然変異

試験② 
(E/Z 比=92:8) 
 

S. typhimurium 
（TA98､TA100､TA102、
TA1535、TA1537 株） 

① プレート法 
16～5,000 µg/ﾌﾟﾚｰﾄ (+/-S9) 
(TA100) 
16～1,581µg/ﾌﾟﾚｰﾄ (+/-S9) 
(TA98、TA102、TA1535 及び

TA1537) 
② プレインキュベーション法 

16～5,000 µg/ﾌﾟﾚｰﾄ (+/-S9) 
(TA100 及び TA1535) 
16～1,581 µg/ﾌﾟﾚｰﾄ (+/-S9) 
(TA98、TA102 及び TA1537) 

陰性 

染色体異常試

験 
(E/Z 比=不明) 
 

チャイニーズハムスター

肺由来培養細胞 （V79） 
 

① 20～80 µg/mL 
(+/-S9、4 時間処理-18 時間後

標本作製) 
② 80 µg/mL 

(+/-S9、4 時間処理-30 時間後

標本作製) 

陰性 
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遺伝子突然 
変異試験①

(E/Z 比=不明) 
 

チャイニーズハムスター

肺由来培養細胞 （V79） 
(Hprt 遺伝子) 

① 1～200 µg/mL 
(+/-S9、5 時間処理) 

② 1～200 µg/mL 
(+/-S9、5 時間処理) 

陰性 a 

遺伝子突然 
変異試験②

(E/Z 比=99:1) 
 

チャイニーズハムスター

肺由来培養細胞 （V79） 
（Hprt 遺伝子） 

① 20～40 µg/mL 
(-S9、5 時間処理) 
20～60 µg/mL 
(+S9、5 時間処理) 

② 8～40 µg/mL 
（-S9、5 時間処理） 
20～60 µg/mL 
（+S9、5 時間処理） 

③ 8～48 µg/mL 
（-S9、5 時間処理） 

陰性 b 

in 
vivo 

小核試験 
(E/Z 比=99:1)  

NMRI マウス  
（一群雄 5 匹） 
（骨髄細胞） 

75、150 及び 300 mg/kg 体重/回
（24 時間間隔で 2 回腹腔内投与） 
 

陰性 

注）+/‐S9：代謝活性化系存在下及び非存在下 
a: 200 µg/mL で沈殿及び顕著な細胞毒性がみられた。 
b: 70 µg/mL 以上で沈殿がみられた。 
 
１４．その他の試験 

（１）異性体比が異なる原体の毒性比較試験（ラット） 

Wistar ラット（一群雌雄各 5 匹）を用い、異性体比が異なるフルオキサストロ

ビンの毒性学的同等性を検討するために、E/Z 比=99:1 及び E/Z 比=63:35 の検体

を用いて混餌（原体：0、100、500、2,500 及び 10,000 ppm：平均検体摂取量は

表 40 参照）投与による 4 週間亜急性毒性試験が実施された。 
 

表 40 異性体比が異なる原体の毒性比較試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 100 ppm 500 ppm 
2,500 
ppm 

10,000 
ppm 

平均検体摂取量 
（mg/kg 体重/日） 

E/Z 比

=99:1 
雄 8.3 41.5 210 1,010 
雌 10.0 52.7 261 1,450 

E/Z 比

=63:35 
雄 8.5 42.1 227 1,000 
雌 8.8 47.7 248 1,420 

 
各投与群で認められた毒性所見は表 41 に示されている。 
肝臓中の P450、O-DEM 及び N-DEM が測定され、2,500 ppm 以上投与群の

雌雄で N-DEM の減少が認められた。 
本試験結果から、検体の異性体比により毒性に差は認められなかった。（参照

1、58） 
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表 41 異性体比が異なる原体の毒性比較試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 E/Z 比=99:1 E/Z 比=63:35 
雄 雌 雄 雌 

10,000 
ppm 
 

・Ure 増加§ 
・尿タンパク減少§ 

・前立腺及び精嚢絶 
対及び比重量減少 a 

・副腎皮質細胞肥大§ 

・Alb 及び Ure 増加 
・副腎皮質細胞肥大§ 
 
 

・TG 減少 
・Ure 増加§ 
・尿タンパク減少 
・前立腺及び精嚢 

絶対及び比重量減

少§ 
・副腎皮質細胞肥大§ 

・Alb 及び Ure 
増加§ 

・副腎皮質細胞 
肥大§ 

2,500 
ppm 
以上 

・無機リン及び 
TG§減少 

・無機リン減少 
 

・無機リン減少 ・無機リン減少 
 

500 ppm
以下 

毒性所見なし 毒性所見なし 毒性所見なし 毒性所見なし 

§:統計学的有意差はないが、検体投与の影響と判断した。 

a:前立腺の比重量に統計学的有意差はないが、検体投与の影響と判断した。 
 

（２）9 週間亜急性毒性試験（ラット） 

Wistar ラット［主群：一群雌雄各 10 匹、衛星群（対照群及び高用量群）：一

群雌雄各 10 匹]を用いた混餌[原体（E/Z 比=不明）；雄：0、62.5、125、1,000
及び 8,000 ppm、雌：0、125、250、2,000 及び 16,000 ppm：平均検体摂取量は

表 42 参照）］投与による 9 週間亜急性毒性試験が実施された。本試験は、ラッ

トを用いた 13 週間亜急性毒性試験［10. (3)］でみられた雄の泌尿器系に対する

フルオキサストロビンの影響が週齢及び性別に関係している可能性があるため、

投与開始時の週齢を 10～12 週齢とし、衛星群には尿の酸性化の影響を検討する

ために 1% NH4Cl を溶解した飲用水を与えた。 
 

表 42 9週間亜急性毒性試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 62.5 
ppm 

125 
ppm 

250 
ppm 

1,000 
ppm 

2,000 
ppm 

8,000 
ppm 

16,000 
ppm 

平均検体摂取量 
（mg/kg 体重/日） 

雄 3.6 7.3  59.7  520  
雌  9.0 18.3  146  1,540 

/: 該当なし。 

 
主群における各投与群で認められた毒性所見は表 43 に示されている。 
主群の 8,000 ppm 投与群の雄及び 16,000 ppm 投与群の雌において、投与 2、

23 及び 49 又は 50 日後に採取した血漿を用いてフルオキサストロビンの濃度が

測定された。フルオキサストロビン濃度は、雄では全ての試料で定量限界（0.12 
µg/mL）以下又はそれに近似した値であり、雌では 0.16～0.3 µg/mL であった。  
ラットを用いた 13 週間亜急性毒性試験［10. (3)］でみられた血清 Ca 及び尿シ

ュウ酸 Ca の増加は、本試験でも同様に認められたが、膀胱炎症、腎盂及び尿道
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結石、腎盂、膀胱及び尿道移行上皮過形成等の所見は、本試験では認められなか

った。 
主群でみられた所見は、尿シュウ酸 Ca の増加を除き、衛星群でもほぼ同様に

認められた。 
体内の Ca 及び無機リンの恒常性に関与する上皮小体ホルモン及びビタミン D3

濃度並びに上皮小体における上皮小体ホルモンの免疫組織化学的染色にも、検体

投与に関連した影響は認められなかった。（参照 1、59） 
 

表 43 9週間亜急性毒性試験（ラット）の主群で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
16,000 ppm 
 

 ・体重増加抑制(投与 1 週以降) 
・無機リン増加 
・尿 Cre 及び無機リン減少 
・尿シュウ酸 Ca 及び Mg 

増加 
8,000 ppm ・尿シュウ酸 Ca 及び Mg§増加 

・副腎皮質細胞質小型空胞化§ 
 

2,000 ppm 以上  ・血清クエン酸増加 
・血清胆汁酸減少§ 
・尿 pH 上昇 

1,000 ppm 以上 ・血清クエン酸増加 
・無機リン及び胆汁酸減少 
・尿 pH 上昇 
・尿シュウ酸増加§ 
・尿 Ca 増加 
・尿無機リン減少 

 

250 ppm 以下  毒性所見なし 
125 ppm 以下 毒性所見なし 

/: 該当なし。 
§: 統計学的有意差はないが、検体投与の影響と判断した。 

 

（３）[33P]オルトリン酸及び[45Ca]塩化カルシウムの吸収及び排泄に対する影響試験

（ラット） 

Wistar ラット（一群雄 7 匹）を用いて混餌[原体（E/Z 比=99:1）：0 及び 8,000 
ppm：平均検体摂取量は不明）］投与を 28 日間行った後、 [33P]オルトリン酸及

び[45Ca]塩化カルシウムを投与し、[33P]オルトリン酸及び[45Ca]塩化カルシウムの

吸収及び排泄に対する影響試験を実施した。 
試験結果概要は表 44 に示されている。 
検体投与により、[33P]オルトリン酸の尿中排泄は減少したが、[45Ca]塩化カル

シウムの排泄は増加した。糞及び胃腸管内における未吸収の[33P]オルトリン酸は

対照群に比べて多かったが、 [45Ca]塩化カルシウムの吸収には影響が認められな

かった。大腿骨組織の[33P]オルトリン酸の取り込みは減少したが、[45Ca]塩化カ
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ルシウムには影響が認められなかった。 
以上の結果から、フルオキサストロビンの投与により、消化管からの[33P]オル

トリン酸の吸収が抑制されたことによって血清 Ca/無機リン比を一定に保つため

に、尿中への[33P]オルトリン酸排泄量が減少し、[45Ca]塩化カルシウム排泄量が

増加したものと考えられた。（参照 1、60） 
 
表 44 [33P]オルトリン酸及び[45Ca]塩化カルシウムの吸収及び排泄 

投与群 フルオキサストロビン 
0 ppm 8,000 ppm 0 ppm 8,000 ppm 

試料 a [33P]オルトリン酸 b [45Ca]塩化カルシウム c 
尿 (%TAR) 3.47 0.37** 0.55 3.16** 
糞 (%TAR) 19.1 22.2 31.3 30.4 
胃腸管 (%TAR) 3.34 5.43** 0.23 0.35** 
糞+胃腸管 (%TAR) 22.4 27.6** 31.5 30.8 
大腿骨 (µg 当量/kg) 9.65×10-6 8.56×10-6* 0.0148 0.0134 
a: 尿及び糞は[33P]オルトリン酸又は[45Ca]塩化カルシウム投与後 48 時間採取、 
胃腸管及び大腿骨は投与 48 時間後に採取した。 

b: 3.8 ng/kg 体重（3.7 MBq/kg 体重相当）を単回経口投与。 
c: 5.2 µg/kg 体重（3.7 MBq/kg 体重相当）を単回経口投与。 
*: p≦0.05、**: p≦0.01 (Mann-Whitney U test) 

 

（４）2 週間亜急性毒性試験（マウス） 

ICR マウス（一群雌雄各 5 匹）を用いた混餌[原体（E/Z 比=99:1）：0、100、
450 及び 1,800 ppm：平均検体摂取量は表 45 参照）］投与による 2 週間亜急性

毒性試験が実施された。 
 

表 45 2週間亜急性毒性試験（マウス）の平均検体摂取量 

投与群 100 ppm 450 ppm 1,800 ppm 
平均検体摂取量 

（mg/kg 体重/日） 
雄 20.1 92.4 354 
雌 36.5 115 571 

 
投与終了時に肝臓中の ECOD、EROD、ALD、EH、GST 及び GLU-T が測定

され、450 ppm 以上投与群の雌雄で GST の増加、18,000 ppm 投与群の雌で

ECOD、ALD、EH 及び GLU-T の増加が認められた。また、肝臓凍結切片を PCNA
免疫染色したところ、450 ppm 以上投与群の雄で門脈周囲の、雌で門脈周囲及び

静脈周囲の細胞増殖指数の増加が認められた。ほかには、1,800 ppm 投与群の雄

で血清 Ca の増加が認められた。（参照 1、61） 
 

以上のことから、フルオキサストロビンは、Ca/無機リンの恒常性に関与する上

皮小体若しくは上皮小体ホルモン又はビタミン D3 に直接作用するのではなく、
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消化管内において局所的に作用して無機リンの吸収を抑制し、Ca 排泄の増加を

誘引すること、又はフルオキサストロビンの代謝により生成するシュウ酸が Ca
と結合し、シュウ酸 Ca として尿中に排泄されることにより、泌尿器系の病理組

織学的変化をもたらす可能性が考えられた。また、Ca の尿中排泄増加により骨

中の Ca 減少が引き起こされるものと考えられた。（参照 1、62） 
 

（５）5 週間免疫毒性試験（マウス）＜参考資料 6＞ 

ICR マウス（一群雌雄各 8 匹）を用いた混餌[原体（E/Z 比=99:1）：0、450、
1,800 及び 7,000 ppm：平均検体摂取量は表 46 参照）］投与による 5 週間免疫毒

性試験が実施された。 
 

表 46 5週間免疫毒性試験（マウス）の平均検体摂取量 

投与群 450 ppm 1,800 ppm 7,000 ppm 
平均検体摂取量 

（mg/kg 体重/日） 
雄 107 367 1,540 
雌 157 660 2,380 

 
いずれの投与群においても検体投与に関連した免疫学的検査値（脾臓細胞数及

び IgM 抗体産生細胞数等）に影響はみられなかった。本試験条件下で免疫毒性は

認められなかった。（参照 1、63） 
 

6 本試験は、投与期間、検査項目数、一群の動物数等が不足しており、評価に必要な科学的知見が十

分得られていないため、参考資料とした。 
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Ⅲ．食品健康影響評価 

参照に挙げた資料を用いて農薬「フルオキサストロビン」の食品健康影響評価

を実施した。 
14C で標識したフルオキサストロビンを用いた動物体内運命試験の結果、ラッ

トに経口投与されたフルオキサストロビンの投与後 24 又は 30 時間までの体内吸

収率は、81.9～93.5%と算出された。投与後 48 時間の尿及び糞中への排泄率は

83.7～106%TAR、投与後 24 又は 30 時間の胆汁への排泄率は 77.3～87.4% TAR
であり、主に胆汁を介して糞中へ排泄された。臓器及び組織中残留放射能濃度は、

Tmax付近では肝臓及び膀胱で高かったが、経時的に減少し、特定の臓器及び組織

への蓄積性は認められなかった。尿、糞及び胆汁中における主要成分は代謝物

M12、M17、M25、M30、M48E、M49 及び M78 であった。 
14C で標識されたフルオキサストロビンの植物体内運命試験の結果、フルオキ

サストロビンの Z 体が春小麦の穀粒で最大 15.9%TRR 認められた。そのほか可食

部において 10%TRR を超える代謝物は認められなかった。 
海外におけるフルオキサストロビン及び Z 体を分析対象化合物とした作物残留

試験の結果、フルオキサストロビン、Z 体並びにフルオキサストロビン及び Z 体

の合計の最大残留値は、それぞれいちご（果実）における 0.934、0.0520 及び 0.984 
mg/kg であった。 
各種毒性試験結果から、フルオキサストロビン投与による影響は、主に体重（増

加抑制）、肝臓（重量増加、肝細胞肥大等）及び泌尿器系（腎盂及び尿道結石等）

に認められた。神経毒性、発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒

性は認められなかった｡ 
植物体内運命試験の結果、10%TRR を超える代謝物としてフルオキサストロビ

ンの Z 体が認められ、ラットにおいては認められなかったことから、農産物中の

暴露評価対象物質をフルオキサストロビン（Z 体を含む。）と設定した。 
各試験における無毒性量等は表 47 に示されている。 
ラットを用いた4週間亜急性毒性試験の雌及びマウスを用いた13週間亜急性毒

性試験の雄で無毒性量が設定できなかったが、より低用量かつ長期間行われたラ

ットを用いた 2 年間慢性毒性/発がん性併合試験及びマウスを用いた 18 か月間慢

性毒性試験では無毒性量が得られており、ラット及びマウスにおける無毒性量は

得られていると考えられた。 
食品安全委員会は、各試験で得られた無毒性量のうち最小値は、イヌを用いた

1 年間慢性毒性試験の 1.5 mg/kg 体重/日であったことから、これを根拠として、

安全係数100で除した0.015 mg/kg体重/日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。 
また、フルオキサストロビンの単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性

影響は認められなかったため、急性参照用量（ARfD）は設定する必要がないと

判断した。 
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ADI 0.015 mg/kg 体重/日 
（ADI 設定根拠資料） 慢性毒性試験 
（動物種） イヌ 
（期間） 1 年間 
（投与方法） 混餌 
（無毒性量） 1.5 mg/kg 体重/日 
（安全係数） 100 

 
ARfD 設定の必要なし 
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表 47 各試験における無毒性量等 

動物種 試験 投与量 
(mg/kg 体重/日) 

無毒性量 
(mg/kg 体重/日) 

最小毒性量 
(mg/kg 体重/日) 備考 1) 

ラット 

4 週間 
亜急性毒

性試験① 

0、100、500、2,500、
10,000 ppm 

雄：63.6 
雌：－ 

雄：383 
雌：10.6 

雄：副腎皮質細胞

質空胞化 
雌：TG 減少 雄：0、11.7、63.6、

383、1,930 
雌：0、10.6、54.6、
265、1,440 

4 週間 
亜急性毒

性試験② 

0、100、500、2,500、
10,000 ppm 

雄：237 
雌：222 

雄：1,020 
雌：892 

雌雄：体重増加抑

制等 
雄：0、9.7、49.9、237、
1,020 
雌：0、8.6、43.4、222、
892 

13 週間 
亜急性毒

性試験 

雄：0、125、1,000、
8,000 ppm 
雌：0、250、2,000、
16,000 ppm 

雄：8.7 
雌：21.5 

 

雄：70.4 
雌：163 
 

雌雄：血清 Ca 増

加等 
 
 

雄：0、8.7、70.4、580 
雌：0、21.5、163、
1,420 

13 週間 
亜急性神

経毒性試

験 

0、200、1,000、7,500 
ppm 

雄：59.5 
雌：71.7 

雄：474 
雌：582 

雌雄：体重増加抑

制 
 
（亜急性神経毒

性は認められな

い） 

雄：0、12.7、59.5、
474 
雌：0、15.1、71.7、
582 

2 年間慢

性毒性/発
がん性併

合試験 

雄：0、40、100、1,000、
5,000 ppm 
雌：0、100、500、
2,500、12,500 ppm 

雄：53.0 
雌：35.2 

雄：272 
雌：181 

雄：体重増加抑制

等 
雌：尿無機リン排

泄量減少等 
 
（発がん性は認

められない） 

雄：0、2.1、5.2、53.0、
272 
雌：0、6.9、35.2、181、
1,080 

2 世代 
繁殖試験 

0、100、1,000、10,000 
ppm 

P 雄：69.9 
P 雌：84.7 
F1雄：77.4 
F1雌：88.7 
 

P 雄：665 
P 雌：825 
F1雄：862 
F1雌：917 
 

親動物 
雌雄：体重増加抑

制等 
児動物 
雌雄：胸腺及び脾

臓絶対及び比重

量減少等 
 
（繁殖能に対す

る影響は認めら

れない） 

P 雄：0、6.3、69.9、
665 
P 雌：0、7.8、84.7、
825 
F1雄：0、7.2、77.4、
862 
F1雌：0、8.3、88.7、
917  
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動物種 試験 投与量 
(mg/kg 体重/日) 

無毒性量 
(mg/kg 体重/日) 

最小毒性量 
(mg/kg 体重/日) 備考 1) 

発生毒性 
試験 

0、100、300、1,000 母動物：300 
胎児：1,000 

母動物：1,000 
胎児：－ 

母動物：肝絶対及

び比重量増加 
児動物：毒性所見

なし 
 
（催奇形性は認

められない） 

マウス 

13 週間 
亜急性毒

性試験 

0、450、1,800、 7,000 
ppm 

雄：－ 

雌：135 
雄：81 
雌：539 

雌雄：肝絶対及び

比重量増加等 
雄：0、81、313、1,300 
雌：0、135、539、2,260 

18 か月間

発がん性

試験 

0、100、700、4,200 
ppm 

雄：135 
雌：204 

雄：776 
雌：1,270 

雌雄：肝絶対及び

比重量増加等 
 
（発がん性は認

められない） 

雄：0、18.5、135、776 
雌：0、29.5、204、1,270 

ウサギ 
発生毒性

試験 

0、25、100、400 母動物：100 
胎児：400 

母動物：400 
胎児：－ 

母動物：摂餌量減

少等 
胎児：毒性所見な

し 
 
（催奇形性は認

められない） 

イヌ 

13 週間 
亜急性毒

性試験① 

0 、 100 、 800 、

3,000/2,500 ppm 
雌雄：3.0 
 

雄：24.8 
雌：24.2 

雌雄：肝細胞肥

大、肝絶対及び比

重量増加等 雄：0、3.0、24.8、76.0 
雌：0、3.0、24.2、75.0 

1 年間慢

性毒性試

験 

雌雄：0、25、50、250、
1,200 ppm 

雄：1.7 
雌：1.5 

雄：8.1 
雌：7.7 

雌雄：肝細胞肥大

等 
雄：0、0.8、1.7、8.1、
34.9 
雌：0、0.7、1.5、7.7、
37.4 

ADI 
NOAEL：1.5 
SF：100 
ADI：0.015 

ADI 設定根拠資料 イヌ 1 年間慢性毒性試験 
ADI：一日摂取許容量 SF：安全係数 NOAEL：無毒性量 
－：無毒性量又は最小毒性量は設定できない。 
1) ：最小毒性量で認められた主な毒性所見を記した。  
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＜別紙１：代謝物/分解物略称＞  

記号 略称 化学名 
Z 体 

 
HEC5725-Z 体 
 

(Z)-{2-[6-(2-chlorophenoxy)-5-fluoropyrimidin-4-yloxy] 
phenyl}(5,6-dihydro-1,4,2-dioxazin-3-yl)methanone 
O-methyloxime 

M03 HEC5725-3-ヒドロキシ

フェニル 
(2-{[6-(2-chloro-3-hydroxyphenoxy)-5-fluoro-4- 
pyrimidinyl]oxy}phenyl)(5,6-dihydro-1,4,2-dioxazin-3- 
yl)methanone O-methyloxime 

M04 HEC5725-4-ヒドロキシ

フェニル 
[2-[[6-(2-chloro-4-hydroxyphenoxy)-5-fluoro-4- 
pyrimidinyl]oxy]phenyl](5,6-dihydro-1,4,2-dioxazin-3- 
yl)methanone O-methyloxime  

M05 HEC5725-5-ヒドロキシ

フェニル 
 

{2-[6-(2-chloro-5-hydroxyphenoxy)-5-fluoro-4- 
pyrimidin-4-yloxy]-phenyl}(5,6-dihydro-1,4,2-dioxazin-
3-yl)methanone O-methyloxime 

M07 HEC5725-4-ヒドロキシ

フェニル-Glc 
 

Glucoside conjugate of (2-{[6-(2-chloro-4-hydroxy- 
phenoxy)-5-fluoro-4-pyrimidinyl]oxy}phenyl)(5,6- 
dihydro-1,4,2-dioxazin-3-yl)methanone O-methyloxime 

M08 HEC5725-4-ヒドロキシ

フェニル-Glc-MA 
 

Malonyl-glucoside conjugate of (2-{[6-(2-chloro-4- 
hydroxyphenoxy)-5-fluoro-4-pyrimidinyl]oxy}phenyl) 
(5,6-dihydro-1,4,2-dioxazin-3-yl)methanone 
O-methyloxime 

M09 HEC5725-4-OH-Glc-MA
の多重抱合体 

Malonyl-glucoside poly-conjugate of (2-{[6-(2-chloro- 
4-hydroxyphenoxy)-5-fluoro-4-pyrimidinyl]oxy}phenyl)
(5,6-dihydro-1,4,2-dioxazin-3-yl)methanone 
O-methyloxime 

M12 HEC5725-ジ-OH  (2-{[6-(2-chloro-dihydroxyphenoxy)-5-fluoro-4- 
pyrimidinyl]oxy}phenyl)(5,6-dihydro-1,4,2-dioxazin-3- 
yl)methanone O-methyloxime 

M17 HEC5725-メトキシ-OH- 
GA  

Glucuronic acid conjugate of (2-{[6-(2-chloro-hydroxy- 
methoxyphenoxy)-5-fluoro-4-pyrimidinyl]oxy}phenyl) 
(5,6-dihydro-1,4,2-dioxazin-3-yl)methanone 
O-methyloxime 

M18 HEC5725-システイン Cysteine conjugate of (E/Z)-(2-{[6-(2-chlorophenoxy)- 
5-fluoro-4-pyrimidinyl]oxy}phenyl)(5,6-dihydro-1,4,2- 
dioxazin-3-yl)methanone O-methyloxime 

M25 HEC5725-ジ-OH-ジオキ

サジン-OH 
(2-{[6-(2-chloro-dihydroxyphenoxy)-5-fluoro-4- 
pyrimidinyl]oxy}phenyl)(5,6-dihydro-1,4,2-dioxazin- 
hydroxy-3-yl)methanone O-methyloxime 

M30 HEC5725-メトキシ-OH- 
GA-ジオキサジン-OH 

Glucuronic acid conjugate of (2-{[6-(2-chlorohydroxy- 
methoxyphenoxy)-5-fluoro-4-pyrimidinyl]oxy}phenyl) 
(5,6-dihydro-1,4,2-dioxazin-hydroxy-3-yl)methanone 
O-methyloxime 

M32 HEC5725-オキシム-GA Glucuronic acid conjugate of (E)-(2-{[6-(2-chloro- 
phenoxy)-5-fluoro-4-pyrimidinyl]oxy}phenyl)(5,6- 
dihydro-1,4,2-dioxazin-3-yl)methanone O-methyloxime 

M34 HEC5725-ケトン {2-[6-(2-chlorophenoxy)-5-fluoropyrimidin-4-yloxy]- 
phenyl}(5,6-dihydro-1,4,2-dioxazin-3-yl)methanone 
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記号 略称 化学名 
M36 HEC5725-オキサゼピン 4-(2-chlorophenoxy)-11-(5,6-dihydro-1,4,2-dioxazin-3- 

yl)pyrimido[5,4-b][1,5] benzoxazepine 
M38 HEC5725-アミド 

 
{2-[6-(2-chlorophenoxy)-5-fluoropyrimidin-4-yloxy]- 
phenyl}methoxyimino acetamide 

M39 HEC5725-CA-グリコー

ルエステル 
{2-[6-(2-chlorophenoxy)-5-fluoropyrimidin-4-yloxy]- 
phenyl}methoxyimino acetic acid 2-hydroxy ethyl ester 

M40 HEC5725-カルボン酸 {2-[6-(2-chlorophenoxy)-5-fluoropyrimidin-4-yloxy]- 
phenyl}methoxyimino acetic acid 

M42 HEC5725-OH-CA-Glc Glucoside conjugate of {2-[6-(2-chloro- 
hydroxyphenoxy)-5-fluoropyrimidin-4-yloxy]phenyl} 
methoxyimino acetic acid 

M48 HEC5725-脱-クロロフ

ェニル 
(5,6-dihydro-1,4,2-dioxazin-3-yl)-[2-(5-fluoro- 
6-hydroxypyrimidin-4-yloxy)phenyl]methanone 
O-methyloxime 

M49 HEC5725-脱-クロロフ

ェニル-ジオキサジン
-OH 

6-{2-[hydroxyl-5,6-dihydro-1,4,2-dioxazin- 
hydroxy-3-yl(methoxyimino)methyl]phenoxy}-5-fluorop
yrimidin-4-ol 

M50 HEC5725-脱-クロロフ

ェニル-S-Glc 
Glucoside conjugate of 6-{2-[5,6-dihydro-1,4,2-dioxazin- 
3-yl(methoxyimino)methyl]phenoxy}-5-fluoropyrimidine
-4-thiol 

M51 HEC5725-脱-クロロフ

ェニル-S-Glc-MA 
Malonyl-glucoside conjugate of 6-{2-[5,6-dihydro- 
1,4,2-dioxazin-3-yl(methoxyimino)methyl]phenoxy}- 
5-fluoropyrimidine-4-thiol 

M56 HEC5725-フェノキシ-
アミノピリミジン 

6-(2-chlorophenoxy)-5-fluoropyrimidin-4-ylamine 

M78 HEC5725-ジオキサジニ

ル-フェニルケトン 
(5,6-dihydro-1,4,2-dioxazin-3-yl-(2-hydroxyphenyl) 
methanone 

M80a HEC5725-ジオキサジン

-アルコール-Glc 
Glucoside conjugate of 2-[(5,6-dihydro-1,4,2-dioxazin- 
3-yl)hydroxymethyl]phenol 

M82 2-クロロフェノール 2-chlorophenol 
M84 2-クロロフェノール

-Glc Glucoside conjugate of 2-chlorophenol 

注）各代謝物の表記における E 及び Z はそれぞれの化合物の E 体及び Z 体を示す。 
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＜別紙 2：検査値等略称＞ 

略称 名称 
ai 有効成分量（active ingredient） 

Alb アルブミン 
ALD アルドリンエポキシダーゼ 
ALP アルカリホスファターゼ 

ALT アラニンアミノトランスフェラーゼ 
［=グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT）］ 

AST アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼ 
［=グルタミン酸オキサロ酢酸トランスアミナーゼ（GOT）］ 

AUC 薬物濃度曲線下面積 

BBCH Biologische Bundesanstalt Bundessortenamt and CHemical 
industry 植物成長の段階を表す 

Ca カルシウム 
Cmax 最高濃度 
Cca カルシウムクリアランス 
Ccre クレアチニンクリアランス 
Cl 塩素 

CMC カルボキシメチルセルロース 
Cre クレアチニン 

ECOD エトキシクマリン O-デエチラーゼ 
EROD エトキシレゾルフィン O-デエチラーゼ 

EH エポキシドヒドラーゼ 

GGT γ-グルタミルトランスフェラーゼ 
［=γ-グルタミルトランスペプチダーゼ（γ-GTP）］ 

Glob グロブリン 
GLU-T UDP-グルクロン酸トランスフェラーゼ 

GST グルタチオン-S-トランスフェラーゼ 
Hb ヘモグロビン（血色素量） 

HDW ヘモグロビン濃度分布幅 
Ht ヘマトクリット値［＝血中血球容積（PCV）］ 
Ig 免疫グロブリン 

LC50 半数致死濃度 
LD50 半数致死量 
Mg マグネシウム 

N-DEM アミノピリン N-デメチラーゼ 
O-DEM p-ニトロアニソール O-デメチラーゼ 

P450 チトクローム P450 
PCNA 増殖細胞核抗原 
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PHI 最終使用から収穫までの日数 
RBC 赤血球数 
T1/2 消失半減期 
T3 トリヨードサイロニン 

TAR 総投与（処理）放射能 
T.Bil 総ビリルビン 

T.Chol 総コレステロール 
TG トリグリセリド 
TP 総蛋白質 

Tmax 最高濃度到達時間 
TRR 総残留放射能 

UDP-GL UDP-グルクロノシルトランスフェラーゼ 
Ure 尿素 
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＜別紙 3：作物残留試験成績－海外＞ 

作物名 
（栽培形態） 
（分析部位） 

実施年 

使用量 
(g ai/ha) 

試験 
ほ場数 

使

用 
回

数 

PHI 

残留値（ppm） 

ﾌﾙｵｷｻｽﾄﾛﾋﾞﾝ Z 体 
合計 

最高値 平均値 最高値 平均値 

いちご 
（露地） 
（果実） 
2007 年 

200SC 

1 4 0 0.185 0.180 (0.00392) (0.00358) 0.183 
1 4 0 0.792 0.682 0.0294 0.0237 0.705 
1 4 0 0.732 0.726 0.0207 0.0191 0.745 
1 4 0 0.557 0.554 0.0202 0.0196 0.573 

1 

4 0 0.337 0.315 0.0168 0.0162 0.331 
4 3 0.259 0.230 0.0245 0.0207 0.251 
4 7 0.206 0.198 0.0222 0.0218 0.220 
4 14 0.0843 0.0815 0.00950 0.00889 0.0904 

1 4 0 0.968 0.934 0.0562 0.0520 0.984 
1 4 0 0.695 0.616 0.0406 0.0367 0.653 
1 4 0 0.283 0.263 0.0116 0.0111 0.274 

 

作物名 
（栽培形態） 
（分析部位） 

実施年 

使用量 
(g ai/ha) 

試験 
ほ場数 

使用 
回数 

PHI 

残留値（ppm） 

ﾌﾙｵｷｻｽﾄﾛﾋﾞﾝ+Z 体 

最高値 平均値 

ばれいしょ 
（露地） 
（塊茎） 
2000 年* 

 
* Vero 

Beach, FL, 
US のみ

2001 年 

135SC 
 

1 6 7 ND ND 
1 6 7 [0.0001] [0.0001] 
1 6 7 [0.0007] [0.0006] 
1 6 7 ND ND 
1 6 7 (0.0058) (0.0033) 
1 6 7 (0.0034) (0.0034) 
1 6 7 [0.0002] [0.0001] 
1 6 7 ND ND 
1 6 7 ND ND 
1 6 7 [0.0008] [0.0004] 
1 6 7 0.0104 (0.0067) 
1 6 7 (0.0061) (0.0047) 
1 6 7 [0.0002] [0.0001] 
1 6 7 [0.0006] [0.0004] 
1 6 7 [0.0002] [0.0001] 
1 6 7 ND ND 
1 6 7 (0.0028) (0.0024) 
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作物名 
（栽培形態） 
（分析部位） 

実施年 

使用量 
(g ai/ha) 

試験 
ほ場数 

使用 
回数 

PHI 

残留値（ppm） 

ﾌﾙｵｷｻｽﾄﾛﾋﾞﾝ+Z 体 

最高値 平均値 

ばれいしょ 
（露地） 
（塊茎） 
2000 年 

135SC 
 

1 6 7 [0.0010] [0.0005] 
1 6 7 (0.0042) (0.0039) 
1 6 7 [0.0008] [0.0005] 
1 6 7 (0.0052) (0.0035) 
1 6 7 (0.0023) (0.0021) 
1 6 7 (0.0024) [0.0013] 
1 6 7 [0.0015] [0.0014] 

1 

6 0 (0.0021) [0.0010] 
6 7 (0.0052) (0.0031) 
6 14 [0.0008] [0.0004] 
6 21 [0.0016] [0.0013] 

1 

6 0 [0.0015] [0.0013] 
6 7 (0.0036) (0.0028) 
6 14 [0.0019] [0.0018] 
6 21 [0.0017] [0.0011] 

1 

6 0 (0.0060) (0.0046) 
6 7 (0.0061) (0.0049) 
6 14 (0.0086) (0.0059) 
6 21 (0.0040) (0.0035) 

ばれいしょ 
（露地） 
（塊茎） 
2000 年 

135WP 
 

1 

6 0 [0.0009] [0.0004] 
6 7 (0.0025) [0.0017] 
6 14 [0.0018] [0.0013] 
6 21 （0.0021） [0.0010] 

1 

6 0 [0.0018] [0.0018] 
6 7 (0.0022) [0.0019] 
6 14 (0.0027) [0.0014] 
6 21 (0.0022) [0.0011] 

1 

6 0 (0.0072) (0.0061) 
6 7 0.0135 (0.0098) 
6 14 (0.0055) (0.0042) 
6 21 (0.0042) (0.0038) 

LOQ=ﾌﾙｵｷｻｽﾄﾛﾋﾞﾝ 0.045 ppm、Z 体 0.005 ppm、ﾌﾙｵｷｻｽﾄﾛﾋﾞﾝ＋Z 体 0.01 ppm 
LOD=ﾌﾙｵｷｻｽﾄﾛﾋﾞﾝ 0.015 ppm、Z 体 0.002 ppm、ﾌﾙｵｷｻｽﾄﾛﾋﾞﾝ＋Z 体 0.002 ppm 
(  )内の数値は<LOQ、[  ]内の数値は<LOD 
ND：検出されず、SC: フロアブル剤、WP: 水和剤 
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